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嘉永年間ロシヤの久春古丹占拠

老夫 月 俊 幸

緒 言

嘉永8年秋く1853)一隻のロシヤ船ぷ樺太南岸の日本の根拠地久春吉丹(クシュンコタン〉

に到来し，上陸した七十名余のロシヤ兵はこの地を占拠Lて要塞を構築したc この事件

は，文化年間 (1806~7) のフヴォストフ，ダヴイドフによるエトロフ，樺太，利尻島襲撃や，

文久元年(1861)ロシヤ軍麓ポサードニクの対島長入と並ぶ，幕末日露関孫史の棒事の---

つであるが，他の二つの事件と比べると，この事件は当時においてもわが国の世論をわか

せることぷ少なかったように思われる。このことは事件が僻遠の地で起ったことのほか

に，ロシヤ入による乱暴ぷ皆無であり， しかもクリミヤ戦争の影響で彼らが 8ヶ月余にし

て自発的iこ撤退したことによるものであろう O だがそれ以上にこの事件を目立たなくした

東西は，これとほぼ持を同じくして起ったペリーとプチャーチンによる訂本の開国要求で

あった。クシュンコタンの占拠事件辻長崎における日露交渉の中で取 i二げられたものの，

抱の重要事項にとりまぎれて些細な問題にしかならなかった。

しかしながら，この事件はエトロフ島におけるわが守鑓隊を潰走させ，樺太の倉庫や利

尻碇泊中の官船商船を焼払い，数名の日本人を措賓としたフヴォストフ事件や，イギリス

の介入を招き国際問題となった対島事件などのー完華々しい外貌をもたない代りに，それ

らとは比較にえにらない毛大さを秘めていたc そ;fli之ネノレチンスク条約によってスタノヴォ

イ山脈以南への進出を担まれてし、fこロシヤボ，漸くにしてこの呪縛を説 L，アムーノレの続

行とともに治海外j‘樺太の占領を意図した端初の事件で率った。ロシヤ人の撤退にも拘わ

らず，それは海面上に現われた氷山の一角が一時的に姿を没したに過ぎなかったのであ

る。

この事件の研究に捺しては幸いなことに，日露双方に当事者たちによる若干の記録や回

想録および関保文書が残されている。ロシヤ{員uについてみれば，樺太占領の計画者であり

指揮者でもあった海軍大佐ネヴェワスコイの思想録，久春古丹のムラヴィヨフ哨所の隊長

壁軍少佐プッセの日記，同じく説謙長海軍中尉ノレダノフスキーの手記があり，このほかロ

シヤ人の久春古丹占拠中に樺太を探検したオルロフ，サマーリン，ノレダノフスキーらの報

告の抜草がネヴヱリスコイの著書の中に含まれ‘ている。これらの文献をよむ擦に注意すべ

きことは，プッセ以外のロシヤ士官たちが熱烈な愛国者の集問であり，そのため単に事実

の解釈ばかりでなく，時には事実の記述までもが愛国主義に影響されていることであるc

*本稿においてぽ，丹 H(j)去jJミばH露容を混用 L.必要な場合:主括弧内に他方の麿日か対比した c これ
らをグレゴリウス暦に換算するに;主，室長患の場合は 19世紀においてはこれに 12日を加えればよい。

日本腎の場合は.r主11ミ綜貫J，r大日本年表j等の資料を用いて計算が必要である。
本辛勝H:における文献の表示ユできるだけ龍略にした。それらの詳掘については末宅の丈献リストを参関
ーを上行
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主くにネヴヱリスコイの回想、録は，多数の文書や報告書にもとずいて書かれているだけに

事実の紛飾や創作を見分けるのが国難、であり，これを用いるとさはブッセの日記や日本側

資料との比較検討が必要である。ひこの点で事実の記述についてもっとも信用がおけるの

よブッセの日記である。彼は偶然に意、に反して樺太出領軍の隊長となった東シベザヤ総督

ムラヴィヨフの副官であるが，彼の日記は全く彼個人の感慨を記したもので， fl庄の士宮た

ちに対する非難や中傷を率直に記しており，もともと発表の予定などなかったものであ

る♂〉彼は極東地方の海軍士宮たちの自己犠牲的な愛国主義には何のかかわりもなく，近

痛連援の士官らしく九帳屈で，やや神経費で，繊細な感清をもっていた。彼の残したもの

がその日その日の出来事を記した日記であり，とくに日本人やアイヌとの交際を詳細に記

したものであるだ冷に他にみられない貴重な内容をもってL、るO

日本側の資料はやや断片的である C ロシヤ人ともっとも交際の深かった越年番人たち

ゃ，松前藩の通訳を勤め単独でも震々ロシヤ人のもとを訪れた，場所支配人清水平三郎自

身の手記η;主知られていな L、。ロシヤ人と直接交渉のあった当事者の手になるものとして

は，ロシヤ人到来後まもなく逃亡した番人たちの届書や，松前葎の物頭三輪持，検使氏家

丹右衛門のロシヤ入との交渉に関する比較的簡単な報告書があるばかりである O これらの

内容i主主た，越年番人らの報告をも含めて松前藩の幕!奇宛諸上申書:の中にもみることがで

きる 04〉日本側の資料の中でロシヤ入滞留中の樺太事情をもっとも詳細に伝えているのは，

幕府が蝦夷地調査と律太盟境見分のため派遣した据織部，村垣与三郎による調査報告書で

ある O これは堀，村垣一行がロシヤ人の撤退直後に関係者たちを車接取調べて作成Lたも

のだvtvこ，事実の確度も高く， またよく整理されている 05〉ただ鎖国時代に外国人と日常
の交際をした B本人やアイヌたちの陳述ほ，必ずしもそのまま信じることはできず，これ

1)ネグェリスコイの著書は，愛理条約，北京条約の成功により沿アムール地方， 沿海帰獲得の名声を

一身iこ集めていたムラヴィヨブに比して， 報われることの少なかった彼自身および部下たちの.

ムール下流地方，沿海市樺太への着手における献身的な活動を， 多数の文書， 記録にもとずき記

している。この本は生前は公表を需え，遺言iこより設の死後 2年呂の 1876年に公刊された。 1872王子
技法ブッセの日記を批評する擦に， 蔑念ながら今は公夫することができないが， 自分の菩f'Iーがこれ

に対するもっともよし、反論になろう，とのべている o CPY，lI.aHOBCKHH H HeBeJIbCKO首， 907). 
2)ブッセの日記は， はじめ捜の死後従兄弟の φ.プッセ iこより， 当時:高まってきたロシヤ人の捧太iこ
持ナる関心に応えて， 1871年「ヨーロッペ報知jに3!ij・にわたり連載された。 この日誌の中では，
j定と関係のあった多数の人セが批判されており， 発 W>二 {6JI咋に多数の反論が編朱・，~ì~ に寄せられ二 O

Pレ夕、、/ブスキー;土， ブッセの fiI~I己の中、でもっとも非難されている人物でおり， 披の子誌はこれに対

する妥論である。チェホフも， rめったに人を妻子意的に批評したことのないフッセj と邦検している
(チェホ/ 284)。
3) ブッセは，清rJKがしばしば彼のもとを訪れ，対話をメモしていたことを詰えている (Bycce，133)。
会話は全てアイヌ語でなきれた。

4)松前藩の幕時宛と申書は，独立 Lてあるいはいくつかを集めた彰で，異る標題をもっ若干の写本と

して残っている。その中でもっともよくまとまったものは汀ヒ鍛夷地グシュンコタン露艦来航記jで

ある。しかしこれら殆んどの上申書は， r幕末外国間売文書jに取録されているので，引}百は特別の
場合を捨きこれによる O

5)堀，村垣のロシヤ人滞在事情に関する調査報イラ書:λ 「嘉;}c七甲寅年，北蝦夷i也ゲシュンコヌ/に在

留罷在{侯魯菖亜人共，選帆仕侯始末取調{侯趣申上侯書付Jおよび「魯西亜人共渡来之節， 場所相守
罷在侯もの其外之儀に付申上侯書付」の二つの文書よりなっている O これらの謁査報告書:工，いず

れも「賓年クシュンコタン魯人造築一条J，r北蝦夷l也魯斉亜人上理謂記J，r蝦夷模様J等の写本中に
収録きれているが，引用は最初のものにより，それぞれ第 1文書，第2文書と記すの
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樺太およびアムール下流地域
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もプッセの IJ~己との品目白が必要である。場，村垣の報古書には彼ら自身℃子心を加えた形

跡さえみられるのでるる。この廷か堀，村這の随行者たちによる開書もあるが，当然のこ

とながら誤りも少くなL、。クシュ γコタン事件に付随した事象についての文書や長崎にお

ける交渉記録は， I幕末外国関係文書J，r樺太概覧J，I通航一覧続輯J，I開国起源Jなど
の史料集ののやに数多く見出すことができる。

E ロシヤの樺太占領計冨

ネノレチ γスク条約(1689)によってアムール河から締出されていたロシヤ人が，再びそ

の下流地方で活動を開始したのは， 1849年ロシヤの海軍士官ネヴェリスコイ CfeHH8，lJ.H員

HB8HOBHQ HeBenbCKO員〉がアムーノレ河口およびタタール海峡における海洋船航行の可能

性を明らかにした以後のことであった。

アムーノレ河は，ロシヤの北太平洋およびアメリカ大陸への進出以来，そのお岸地方およ

びアジヤ諸国をロシヤ本国と結ぶもっとも有利な輪送路と考えられていたものの，ロシヤ

政府は中国との紛争およびキャブタ経由による露支貿易の喪失を恐れてこの地方への深入

りを控え，太平洋地方との交通は専ら東部シベリヤの諸河川もしくは大西洋と太平洋を経

由する密難な輸送諮に頼っていた。しかし，たとえアムーノレの航行がロシヤ人に許された

としても，海洋船によるアムールへの進入が不可能とすれば，それはロジヤにとって無価

値なものにすぎなかった。すでに 18t跡己末から 19世紀初頭にかけて行なわれたラ・ベル
ーズ，プロートン，クルーゼンシテルンら著名な航海者たちによるアムーノレ河口の謁査は，

大陸と樺太がアムール河から吐出される砂の浅州によって接続しており，海洋経のアムー

ノレ河口への蓑近は不可能であることを示していた。

19世紀中葉頃ロシヤで再び昂まったアムーノレ河の意義についての論議， とくにミッデ

ンド.ルフによるアムーfレ流域地方の調査試7)ニコライ一世の注巨をひき， 1846年アムー

ノレ河口の調査がいま一度試みられることに主った。しかし「コンスタ γチγ大公j号の船

長ガヴリーロフは種々の制約を課せられて河口への水諮を発晃することができず，中国と

の厄介な問題を回避しえた宰相兼外相ネッセリローデ¥主，1:)、後ロシヤ人のアムール河口へ

の接近を禁止した。

もしこのとき， 1政府の命令よりは祖国の利益」を重視したネヴェリスコイの不屈の信

念と行動がなかったならば，ロシヤのアムー/レ河，治海州，樺太への進出は著しい遅れを

きたし，その後の露支関係および日露関孫はかなり様拐を異にしたであろう O ネヴェザス

コイは長年の研究によって，従来の航海者たちのアム;-1レ河口調査の結果を「極めて疑わ

しいもの一!と断定L，期待きれる将来の経庵をなげうって， lR48年クロンシュタットか

fi)ヲI)IJ;ょ特別の場 í"ìJ-r: í珠~， 1"幕↓ミタト凶関係主芹」による。
7) ミッデンドルつ、工， 1842-:下アカデミーに t1) シベリヤ東 :';fj および北 l~íi~ の動植物調査に派遣されたが，

2午にわたる調査旅行ののち突黙スタノヴォイ 111脈を越えてアムール地方に入り，露支[雪境およ
び東住民のrt1国との損保について注目すべき調査を行なった。
8)ネヴェリスゴイの功讃は， 単なる間宮海峡の再発見ではなかった。 アムール河口の水路は三分して

北東，東，市に分れ，前二者;工浅外iのため途中で遮ぎられていた (Veniukof，376参照〉。ネヴェリ
スコイ{土木深測量の結果その水路肉 (HeBeJlbCKO払 102-103，288-289参照〉を作成したのであるq
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らカムチャッカへ資材ーを輸送する官船 iバイカノレ j号心')船長となるニとに成功 iι1翌年

5月ベトロパヴロフスクで積荷の揚陸を急いだネヴヱリスコイは，皇帝の許可を待つこと

なくアムール河口へ向い 3ヶ月にわたる詳細な探検によって，ついにアムール河口をオ

ホーツグ海および日本海と結ぶ複雑な水路の存在を発見した08} この或功によりネヴェリ

スコイは独断的行動に対する匙罰を辛うじ‘て免れたが.アムール河口を確保せんとする彼

の意図法， I如何なる事情叉法理.虫があろうとも， アムー/レ湾およびその河湾に手を触れ

るべからず、一;と L、う政府の命令によって再び禁止されたのかくて彼は，漸くオホーツグ海

南東部のシチャスチユ湾iこ，ギザヤークとの交易所〈ベトロフスク越冬所)を設置するこ

とが認められたにすぎなかった。す ξiこタタール海峡の奥深く捕鯨船がひんぱんに到来す

ることを知り，アムーノレ河口が外国に占領されることを恐れていたネヴェリスコイは，こ

れに満足せず，再び政府の命令を無視して， 自分の責任で 1850年 8月アムーノレ河口から

約40キロ上流の入江にニコラエクスク噌所を設置した。この報告に接した政府は、直ちに

哨所の撤去と海軍大佐ネヴェリスコイの水兵への艶等を決定したが，これは fーたび掲げ

たるロシヤ国旗は決して撮去すべからずj というニコライ-t!tの有名な勅語によって取消
されfこ02〉

この結果ロシヤ政府は， ニコラエフスクおよびベトロフスクの訪賓のために60名より

なるアムーノレ派遣歎をおくことにし，ネヴェザスコイをその指揮官に任命したc しか Lこ

れは未だロシヤのこの地方における決定的な拡張政策の開始を意味するものではなく，ネ

ヴェリスコイは新たな地点の占領を禁じられ，ニコラエフスク哨所の設置も露米会社出張

所の名呂であった。このことはネヴェザスコイを満足させなかった。彼の考えで法，アム

ール河口の確保はタタール海峡の大陸諮岸と樺太の占有により保証されるのであり，また

その出発点となるものであった。さらに彼独特のネルチ γスク条約解釈によれば，ウスリ

ー河以東の全域と樺太はこの条約によりロシヤ領となった筈で、あった010〉彼がすでにニコ

ラエフスク哨所設置の際に，朝鮮弘北の大窪諮岸と樺太のロシヤ領有を宣言したのもこの

ためであった。しかしネヴェリスコイが，実際にボシニャークやヴォローニン等の部下を

樺太調査に派遣したのは 1852年のことであるC 海軍大尉ボシニャーク (H.K. 50泊目見K)

は北樺太で良質の豊富な石炭層を発見したが，このこと立ネヴヱリスコイの考えた樺太の

戦略的意義のほかに，さらに経済的な重要性をも付加することになった。

1853年初頭ネヴェリスコイ法三度政府の禁令を無視して， アムーノレ南下流地方の占領

9) >li詩・のロシヤ政府;工， 宰椙兼外相ネッセリローデ， 蔵桔ヴラチェンコを始め関僚の大多数がアムー

ノL河への着手には極端に慎重であった。 授らはr~1 ~斗との衝突;まかりでなく， ログヤのl者進によって

英河の疑いを招くことを恐れたのである。 ニコライー・!!t~ほこれにが満で， 腹心の東部シベリヤ総詩

人ラウ、イヨフらと共;こたえ‘n窓会ケねらっていf二O
10) 不ペヂンスケ条約で決定ぎれた説法同誌に;土未定のお分が多かった。 11IJちそれ:工ス空ノヴォl'111脈

によ i)f玉[1:立守分界 L， この111慌の1I'iiWJより発 Lアムール河にiI:ぐ河川;工全てこれ事:"1 fl 同鋲と定めた

が，この 111 振とウダ討の中間地域と i起に ~Cl ぐ河川につ L 、ては，日シヤ例!の要請により:1ê~，むとされた。

耳目清志(jfともこの池方の池理をよく知らなかっ fこのである。ネ..:/:r:リスコl'主，この条約の検討の結

粟，スタノヴォイIllij呆i主ウダ河の土流で南;こ屈折し〈ブシヤ111n辰)，アムール，松花江を横断し，日
本海に達するとな L，このためアムール下流地方，ウスリー河以東の沿海地方，樺太は，未定の地で

;土なく，全てロシヤ;こ:掃員するものと結論 Lた。 (HeBe.lIbCKO員， 38-39)。後;工条約の不錆の111に，

n己の主張tこ格好の理由づけを発見 Lたのである O
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に若干:t，ボシニャークにfi!?じてデ・カストザ汚にアレクサ γ ドロフ哨所を，主たキジ湖

畔にマリイ γスク哨所を設置Lたっボシニャークはこの擦にタタール海峡治岸を調査し

て， 北緯 49度付近でイ γベラートノレ湾を発見した。ネヴェリスコイは彼の目的の達成の

ために，彼の積極的な後援者であった東部シベリヤ総督ムラヴィヨブ (H.H. ，MypaBheB) 

にくり返し兵員，船舶，食料，資材の補給を要請しているが，若手すべき事柄の中で彼が

もっとも緊急と考えたのはインベラートル湾と樺太西岸の占領であった。 日本海およびオ

ホーツク海からアムール河口へ至る通行を確探するためには，樺太西岸と大陸治岸の占領

を絶対に必要と考えた乃である O とくにインペラートノレ湾は，太平洋に好適な港湾を有し

ないロジヤにとって将来の摂拠地ともなりうるものであった。

後にはネヴヱリスコイ以上の露骨きをもって，アムーノレ地方と沿海舟?の獲得に乗出した

ムラヴィヨフも，当時は未だ大陸治岸については中国との関孫から慎重であった。しかし

樺太については積極的にネヴヱザスコイの王張を政府に働きかiすたc一方政府にとって

も，外国の占穣によりアムーノレ河口を拒されるというネヴェリスコイやムラヴィヨブの懸

念、は，アメリカ艦隊の日本遠征計画によって現実性のあるものと考えられた。すでにアメ

ザカが武かによって日本に開国を迫るであろうことは周知の事実であり，まさにこの情報

により毛 ロシヤは前年 10月アメリカに遅れをとら記いためプチャーチンを日本に派遣し

たのである C かくてロシヤ政府は 1853年 4月 11日(露腰、)， ついに樺太占領を決定した

が， 11項目よりなる占鎮命令の要点は次のようなものであ.った 011〉

fl)露米会社はサハザ γ島を占領し，特権を有する他の領土と同様にミれを管理すベ

Lo 3)サノ、リンにおいては，現地の配慮によりもっとも重要とみなさltる地点を占領し，

これは 1853年中に着手すべし(以下略)。心会社は，サハリンにおいていかなる外国人に

対しでも居住，専横を許すべからず(以下略)oJ

このように葎太占領は露来会社に対して命じられ，その管理も会社に委ねられた。これ

は外国との紛争が起った場合の穏れ蓑であったと思われる O 占領を 1853年中と規定した

こと法ペリーの遠征との関保であろう O ただここで甚だ不思議なことは，樺太占領に際

し日本との関援に全く触れていないことである O この命令は占領の場所を現地の配意に

委ね，円、かなる外国人にも!居住を認めていないことから，一見樺太全島の占領を命じ

たもののようにみえる O この己とは，すでにレザノフ，クルーゼンツテルン，ダ、ヴイドフ，

ゴロヴニ γ らのd清報により樺太南部の日本入居住を充分に知っていたロシヤ政府が，力に

より日本人の樺太からの駆逐を決意したことを意味する。しかし後述するようにこれより

僅か 1ヶ月半前の 2月24rl ，ロシヤ政府は日本への途上にあった遣日全権使節プチャーチ

γに急{更をもうて新たな問書を届け，樺太南端について国境分界を指示したのである O 日

本i二対ずるi司jE?のr!-Iで， I母交と通街関係の樹主を要請L，プチャーチンに日本に対する友

好的態度を命じたロジヤ政府が，短期間のうちに態度を急変したとは考えられな'..。 以-F
にのベるムラヴィヨブグ〉指令子，ネヴヱリスコイ，ブッセの言説から判断すれば，ロシヤ

政府の命令は樺太における II本入居住地域の不明確さのため，占領地点を現地に委任した

ものと推定されるのとはいえこのような占領命令のあいまいさが，ネヴェリスコイとプッ

11)令丈ば HeBe.nbCKO詰， 2lfi-217;そのちを 1沢江 LENSEN，Rllssian push， 280-281を参照。
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セの対立を招き，日本政荷との交渉においてプチャーチンを混乱させるに至った事情は後

にみる通りである O

樺太の占領と管理は露米会社の責迂となったもののとの最初の差手はアムーJレ派遣隊

長ネヴェリスコイの指揮のドに，政府の直接命令によって行なわれることが規定されたc

このため東部シベリヤ総督ムラヴィヨフは 4月15日樺太占領の実施要領について，ネヴェ

リスコイに次のような指令を与えた。12)

(a) 本年中にサハリン島の東岸あるいは西岸のできるに;ナ車寄.)の二， 三の地点を占

領せよ C

(6) サハリン南端をこ居住する日本の漁民に不安を与えてはならなL、。しかして彼らに

対しては友好的な態度を示 L，われわれのサハリ γ占領は外国人の侵略を防ぐためであ

り，彼らはわれわれの禄護のもとに安全に漁菜と交易を続けうるニとを説明ゼよ。

(8) サハリン占領のために，カムチャッカより 100入。兵士と三人心士宮を派遣する C

これら兵土の選抜と彼らの貴下のもとへの輸送は.これを本官に属する陸草少註ブッセiニ

t言}Jえした。(中略)
(e) サハリンにおいて貴下が占領した場所にほ大砲を儲え，跨柵もしくは室塁を築〈

こ二とが必要である O

ロシヤ政府の樺太占領、命令は，ムラヴィヨプの強い要請により決定されたことを考えれ

ば，上記の指令二そ樺太問題につし、てのロシヤ政府の日本に対する態震であつにと点るべ

きであろう C 樺太の占領地点については，政府命令よづはべべコ具体的とはL、えなお漠然と

している O これは当時のロシヤ人がアニワ湾を除いて南樺太の地理を全く矢IIらなβ為った↓

とに起因するものであろう() I i 1本の漁民に不安を与え.な Lぺとい')-と正字 fをにム乙女[i

くネヴェリスコイやブッセの解釈では，日本人部落以北の占領をき、味したが， il本人υ保

護との関係むなお媛味である G

7月11!~に樺太占領命令を受取ったネヴェリスコイは，直ちに i バイカノレ j 号でベトロ

プスクを出帆し，東岸より樺太を罵行して好適な入江と上陸地点の調査に向った。さらに

彼はその 4掃路，大陸治岸のインベラートノレ湾(ソビエト湾)にコサック 8人を下し，ここ

にコンスタンチノフ哨所を設置し，て沿海外i占領、ぅ基礎をおいたのである O これは中国との

i五境について未だ慎重であったムラヴィヨフの命令に対する公然たる違反であった 013) 8 

月9Uデ・カストリ湾に帰着したネヴェザスコイは，オ/レロプ少尉はか 9名に対し先発裁

としご樺太西岸に上陵し， 北緯50度付近にイリインスク担当所を設け， 樺太西岸の調査と

12) HeBeJlbCKO九 217-218.
13) ムー 1γ イゴブ:ヱ.1853 ~I ・ 4 JJ ~:} 11 (、ケノ、 :1('必!ハJ:fバ1')J 111ー -，-・つヘト 'J i;~)} 七十シ i，!鳴の，'i j{1[. 

イど命 L. 1!*eJとのi手l!立にi渇する十三'iriのぷI!令譲二従い:.-~LU I千十、ジ}進in/t~ 禁 11 ‘ L /ーコ ( HeBeJlbcKoti， 

218)0 LiJ' し不ヴェリスコイはそれ以前にデ・ウストヲ湾を占塊しく A~ り，今立 l 主的ーらに f ンヘフー

トノL湾tこ11詰所を建てたのである O ムラヴィヨフ江主た上記の書簡の'1"で， :=1ミfJ僚を樺太:二おくことを
命じたが，ネヴェリスコイはこれに対し次のように答えている o Iわれわれの主たる正Hは仲ハ 1) ン
iこではなく，ヌタール海挟の大陸沿岸におかねばならない O 戸シヤにとってこの地方が政治的i二重要

な怠味をもっ心d:，ウスリ-iu}と内控路によって結よもれた大陸沿岸の港湾の設である。……このた

め貴下、7)4月 23n rJ命令に λろ立11.¥-. 11 tf司王の|長Ijぷ!l~\ヘ~- Il 't: i~~::これ:二三 1: lIJ能で!うる;

(Ihid， 221-222)" 
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情報収集に努めることを命じた。このようにしてロシヤ人の需樺太進出が着手されたので

ある。14)

8月26E:I ，露米会社の「ユコライ j号-で陸軍少をプッセ (HHKOJIa晶君aCHJIbeBHQ6ycce) 

がカムチャッカから嘩太派遣隊90名の兵員を伴ってベトロフスクに到着した。ネヴェリ

スコイは士官不足のためブッセ自身の参加を要請し 15) アャ γ港で物資を補給したのち‘

{ニコライJ号の使用を認めない露米会社を無視してこの船で樺太占領の航海に向った。

ネヴェリスコイの目的地は，樺太南岸にあるアニワ湾の日本部落であった。前述のよう

に，ムラヴィヨフの指令は「樺太島の東岸あるいは西岸jの二，三の地点を占領すること

を命じ，高端に居住するB本人に不安を与えることを禁じていた。プッセによれば彼が首

都で会見した政府の高官たちも，陸戦隊が捧太に上陸する際は決してアニワ湾には手を触

れず，東岸もしくは西岸に拠点を築くべきであると語っていた016〉これに対 L，ネヴェリ

スコイの見解は全く異っていた。彼は樺太占領の実施要領を受取った 31=1後に，ムラヴィ

ヨア宛に次のように答えている O

[かくも遅い季第に兵士たちを荒涼たるサノ、リンの東岸あるいは西岸に放置すること

は，彼らを避け難い疾病と死へ追いやることを意味するO ……勅令第 1条および第4条に

J:りサハリンばその全島が疑いもなくロシヤ領であることが認められた以上，小宮は5000

プード〈約80トン〉の物資と兵員を揚陸する設儲，並びに兵士らの当初の宿泊施設を有する

サハリンの要衝タマリ・アニワ 17) を占領する二とが不可欠と考える O 要禽タマリ・アニ

ワを確保することなく，東岸あるいな西岸の他の地点を占領することは，ロシヤの威厳に

ふさわしくないものであるO 何となれば，われわれが臆病にして不決断な態度を示すとき

は，日本政府との好ましからざる衝突を不可避なものとするであろう O 最後に小官がタマ

リ・アニワ占領を決定した理由は，予期されるアメザカ艦隊到来の際に，サハリ γがロシ

ヤ領であることを事実を以て示さんがためである」

このようにネヴェリスコイは，政府の命令を樺太全島の占領命令と受取り，これを楯に

ムラヴィヨフの指示に逆らったのであるC またロシヤの威厳は別としても，彼が指摘した

ように，無人の荒野に多数の兵士を越冬させることの密難さは，同年冬のイ γベラートル

14) iバイカノレj 号船長セミョーノフ辻， オノレロフ一行を北緯50010'の迫点で樺太に上陸させ， この地
で住民を集め軍旗を掲げて f リンスキー哨所の基礎をおいたとのべている (HeBeJIbCKO払 231)。し

かしオ/レロフ自身の報告は， 8月訪日北緯48050'47"のグエンドヮ・エシに上建後ボートで西岸を

:ylFし，逆風と波浪のため漸く 8月30Hクシュンナイ ( 47059'52") こ到着， 村の住民(オロチョ
ンとアイス)ケ集めて Iq~f好ケ定めにという O Kfi， 後らはこのj也十去行久春六月ヘ向ったので 11白

川れ主名言語のみである。(lbid，246-251)。
15)ブミツセは樺太派遣隊の兵員をベトロフスクに輸送したのち fルクーツクへ戻り，ムラヴイヨフに清況

を報告することになっていた。 ブッセによれば， ネ tグェザスコイは隊長として後以上の適任者がこ

の地にいないので， 設の参加がなければ陛下の命令を成就できないとのべて， ブッセに占領軍の指

揮を委ねたというくoycce，3， 5 fn)o Jレダノフスキーな， 当時のアムーノレ派遣隊説軍士宮たちの名

誉にかけて，これを反駁している CPYs:a沼OBCKH負， 917-918)。
16) HeBeJIbCKO弘 227. これ辻拐らかにプチャーチ γの使命を配慮したものである O

17)タマリ(トマリ〉はアイヌ語で入江のこと，つまりアニワ湾のニとである。しかしのちには，不ヴェ
リスコイ JJブツセも久春-111-丹のこと令当1.}こ[トマiJJと11ヂんでいる。
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湾におけ・る悲惨な越冬生活をみれば明らかである 01S〉ネヴェヲスコイがアニワ湾の要衝占

領をためらうことなく決定しえたのは，彼がクルーゼンシテノレγ，ゴロヴニン，ダヴイド

フなどの著書や報告によって，この地が漁業や交易のため豊かな設備を有しながら何の防

備もなく，しかも日本人が臆病であることを確信していたためであろう。1宮〉

このようにしてネヴェリスコイはアニワ湾の日本部落の占拠をめざしたものの，どの地

点tこ上陸するかは未定であったように患われる C 彼はアニワ湾到来までは冬足の早い北海

における揚陸の困難さを考恵して，日本人部落から離れた場所iこ10人程度の噌所を作り，

f致治的占領のあかし jとすることさえ考えたようである。20) 樺太東岸を廻航してアニワ

湾に入った|ニコライ j号Lt，西能登呂自平で待機している筈のオ/レロフ一行を発見しない

まま訴返し 21) 9月19U (嘉永6年8月29日〉霧に煙る久春一占丹沖合に封若しよニ。翌日ネヴ

ェリスコイはプッセおよびボシニャークと共iこアニワ湾治いに上陸地点の謁査を開始した

が，俸に逮当な入江を発見できないまま 22) 9月2lfJH本の拠点久春古丹の占領を決定し

た。ネヴェリスコイが樺太占領軍の指揮を委ねたブッセは，久春吉丹の占拠は日本人との

衝突を引起す可括性が島り，ょこのことは日本人部落から離れることを命じた総督の命令に

反するとしど極力これに反対した。ブッセほ結局ネヴヱリスコイの決定に服しながらも，

日記の中で，今や派遣隊の性格が平和的なものから武方的なものに変つにことを嘆き，こ

れが樺太における B露の政治関係およびプチャーチンの長崎における交渉に悪影響を与え

ることを懸念している C

II 久春古丹の占拠

当時，久春古丹は松前藩の樺太における漁業および行政の中心地で，ここには勤番設所

や運上屋のほか，多数の倉庫や番屋があり，アイヌの住居、数十棟を数えた。樺太の漁場

はアニワ湾およびノタヅサ γ以高の西岸に点在L，その経営は全て伊達屋林右衛門，栖原

屋六志衛門両名の場所請負人に委ねられていた。漁、業は春から夏にかけて支配人や百数十

18) 1853年秋， 12人心兵士が駐屯するイン Jえラートル湾のコンスタンチノフ甘か苛には， タタール説l扶凍

結のため「ニコラ 1J， r 1ルトイシjの乗組員 75人が到来した。住岩，食料，衣服の不足のため.
懐虫病で鵠れるものが続出 L，死亡基;ヱ 20人に達した (HeBeJlbCKO負， 253-254， 276-277， 293)。

19)グ/レーゼンシテルンは，アニリ湾占領の脊易さについてi欠のように書t.ている。「ニ .hiI些少の危険
もなく行なはれることが出来る。蓋 L. 1];4>:入は立Ilf'ぜなる稀;鷲!{.F)式器そも欠いてゐるカ‘ 1';，反抗の考

ヘーすら記らねに抱 j呈ない O 更にけ本の i改}仔 i主，この J1~ /)~若しも-度地 iこ占領されたえらよ， もほやItf
Jそれを恢復主張 Lょうと式みること:主いよ L、ょ f心、であろう J (ク J~ ，"，ゼンシユチノレン日本紀行，

羽仁五部設，異ktt1叢書， HG 6， p. 409). 

20) 5ycce， 20-21. 
21) 十九 JJ 7 ~~. f j';よ，北緯 5US j丘く i三r')1 >ヘーi ー哨~i)1 々設高:L 人/)人，樟 i~，/ ) ti守主長 L人正を..，.loj合:Lつ
つ指卜して 9月 15日までにクリワオン紳(語能登呂岬)<r:， メケ工リスコイの飴を待受￥Tること‘

なっていた。 (5ycce，21-22; HeBeJlbCKO員， 224)。しかし彼らはシララオから引返し，クシュンナ
イからマーヌイをへて 10月2日久春占丹に到着した。

22)ブッセ¥i.， 上陸地点の謁査を熱心に行なわなかったネヴェリスコイの怠震を非難している O ネグェリ
スコイはポロアントマリの占拠を考えたが，ブヅセはこの地点がず℃に u本人に占有されているとし
て， 位tこ適当な上陸地点が発見きれない場合;このλ これに同意した O その翌朝不グェ J}スコイは，

「ニコラ iJ号の船長グ 1)ンコフストレムが季欝の遅れのためHi杭 i''{急いでいることを理虫に，空時然
久ff-.+(丹の !Li 拠。 λ~iた定!ーた J) で汽るい C5ycce， 2()-27)パ
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人の番人の指揮のもとに，南樺太一帯から徴募された多数のアイヌを使役して行なわれて

いたが，アイヌは僅かばかりの米，酒，煙草，古着のほか呂用品を代償として酷使さ才し

とくに漁場周辺のアイヌの立場は物品の貸付により殆んど負漬奴隷と化しつつあった。松

前藷は毎春勤番の藩士を派遣して漁場や山丹交易の監督をおこない，アイヌに対するオム

シャ(アイヌの挨拶を受け物品を給与する犠式)を行なったが，三五十日頃には引揚げるのが通

例であった。この年(嘉永6年〉も勤番、議士は7月末 (1日替)に帰国し 23) 8月上匂には支

配人，番人も51揚げて，当地には謹かに越冬番人37人を残すばかりであった。

8月29日(露暦9月目的久春古丹沖合に2000石程の異国船が到来し，翌8月i海H霧が晴

れるとともにポート 3隻に異国人 16人が分乗して，治岸一帯の水諜誤u量を始めた。その

うち重立った者数人が初久春古丹に上陸し運上屋に来て何か申し出たが，言語は通じな

かったもののロスカイという言葉から彼らがロシヤ人で為ることが想像された。彼らは食

事をしたし、様子なので，共蔀出来合わせの魚肉の味噌汁を饗!ちした。船中で食料に不起し

て上陸 Lたものと思い玄米 10療を与えたところ，彼らはそのうち 4俵をポート仁積入れ

て帰船した025〉

露麿 9月21日(日本哲9}j1日)，前日の調査に乙〉き続き 4隻のボートで40人余の窪戦隊

を率いて久春古丹北隣のバッコトマ Pに上陸したネヴェリスコイは，国旗を掲げて樺太占

領の儀式を終えたのち，号本の越冬番人やアイヌたちが集まっている運上屋に赴いた。彼

はこのときロシヤ人の来島の目的を豆本人たちに次のように説明したと述べている O

「占来からロシヤ官民であったサハリン26) にわれわれが到来した吾的は，全く平和的なも

のである。わが皇帝陛下は最近ーのお岸に多数の外国婦が出没し，住民乙無法を働き宅ま

たこれら無保護の地域を占領しようとしてL、ることをお開き遊ばされ，サハリン島の拠点

ならο-にその対岸の大陸に要塞を作り，もってその住民ならびこの地へ到来する註本人を
保護することを命じられた。三れと共に陛下は私に対し，サハリンにおける日本人。産業

と交易を妨害しないのみらず，諸君らの正当な権益をあらゆる暴力から厳しく守ることを

命じられた。 このため語君が全く平穫であることを要詰ーする O われわれは常に心から H本

人と友好的であることを望むものであるO この地の指揮官となるブッセにも以上のことが

命じられており，彼は諸君とアイヌのf自に作られている全ての産業・交易・経済関係に子

捗することなく，これを尊重することになっているO 後は，アイヌたちがこれまでと同様

23)この年。勤番は物頭上人. H H 1人，組土工人，詫土 2人，足軽6人程であった。(寅:年クシュンコ
タン岳、人造築一条，第 1文書〉

24) 上設のl: 'tr はネ I~-tェ 1) スコイ，ブッセ，ボシニャーケ‘Cある。 l::l本の資料ではボシニャークをノレダノ

ブスキーと取j主えているが. このとき/しダノブノ Yスキー辻本船に待機 Lてお iりボートの合|ヌ!が fち

;fuよ[1'(ちに武装兵 20人台本L、て 1二位することに戊つご L、f二円 (6ycce，22). 
25)実黙は掩らの舟LtiJtlJ量出;1':~-、 2 隻，荷物運搬用皮舟 1 隻であった。土;米は皮長1・で遥んとので績浅さ

ざるをえなかったの℃あるO 設ら{土 fl，~t設に吏紗j孔昌敷 10枚， 銚 10挺， 硝子i皆、利3鱈を残Ltこ。
(5ycce， 24-25;幕末外盟関係文書，第2t主第 122文書). 

26) ネヴェリスコイば，樺太に対ずる樫史的権羽毛r くり返し謡っている。そ J)理由 i主~-("" lレチンメク条
約，オロッコ人の樺太占-1-]， 1742年シェルチゾグの樺太東岸i1司量，最後にフヴォストフとダヴィドフ

のアニソ湾占領である (HeBeJIbCKO詰， 237f主L チェホブはこれを一つ一つ批評{た後で， f最初の
探検の権科が日本人:こ属 L，日本人こそ最初に南サハ 1) ン>;~点領 L たむのであること辻疑いな L、j 七

シ)べている(チェホブ.2京5)c
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に日本人との関係を維持するよう監損するで島ろう J27)

ネヴェリスコイによれば，この予期せざる平和的な申出を受けた日本人たちは，憂うつ

な顔つきから急に陽気になり，一方アイヌたちはこれまでのほ本人との関係経持について

不濡をのべ始めたという。28) さらに彼はlL本人の要請に応じ ζ，同様な内容。交書をロシ

ヤ語とプランス語で書いて渡したとものべている。彼誌このことを f通訳をもってj説明

したというが， u本の番人たおの方でよ， [夷人に指図いたしシャイモと申，叉白分の事
をロシカイと中，アメリカ船参候侍ば鉄;泡放し侯仕方いとし侯而己，夷人共関取兼侯様相

見扶 lという有様であった02君〉またブッセも，ネヴェリスコイが日;本人に対し身振りを

もって Iロシヤ人は彼らおよひアイヌこ友好的に暮すことを望んでおり，サノ、りンを占

領するのはニれをアメザカ人から守るためだ jと説明した有様は滑稽C、あった，といい，

主に11本人たちはこれを非常に冷淡に聞いて uイニとも記している oZS} ネヴェザスコイの記

述にえlヰi二創作が交っているの℃俄にほ信じ難いが，少くとも彼がムラヴィヨブ η指示t二

従い， 1:1本人に友好的態震を示そうとしたニと i主事実であろう c

翌 9月22日〈日本轄9月2日〉から大砲8門のほか大量の物資，建築資材，食料等-の揚陸

が始められたが，このためには吉本人から二隻の大きな鮮が措用され，大勢のアイヌが運

搬に協力した。 このため揚建作業は 24日午後にはほぼ完了したので， ネヴェリスコイは

占拠地点の選定について自らの決定が正しかったことを次のように誇っている O 子今やは

っきりと云うことができるO アイヌの援助もなく，ニコライ号のボートしかなかったとす

れd，揚陸は 2'"'-'3週間かかっても終らなかったであろう O すでに持法 9月 23fJ 30 であ

った。この作業はベテルプノレクで人々がブッセに語ったほど容易なことでよなかったの

ど J32) さらにロシヤ人は，兵員の宿舎と物資の保管のための倉意を日本人から借用し，越

冬しつ準備は)[語調に進捗Lた。

哨所の場所としては，久春古丹南側の小高し崎(網干場〉が選iまれた。ミれはtiiH喜こ泌

岸一帯を一望の下に見下し，大砲の射程内におく戦略的にもっとも好適の場所であった

が，付近は数擦の日本の倉庫で占められていた。この地点の確保に熱心なネヴェリスコイ

と，日本人に対する強制立退を政治的不得策とするブッセの間に意、見の対立が起ったのは，

上陸地点選定の場合と同様である 033〉結昂，プッセはこの場所に哨所の建築を始めたが，

東部シベリヤ総脅の名をとったムラヴィヨフ哨所の講造は，丸太造り D兵舎3棟と士宮様

27) HeBe瓦bCKOH，236. 
28) ネグェリスコイは，これぜこ対してア fヌに沈黙を命じ，日本人に対し何らかのi敬足。ししくは暴JJを働

いた最初の与法 i立 ~J -，こ威しく処罰すると亘明した，とのべている。くIbid，237). 

29)幕末タト[:ttj関係文書，第2き第 122文書。

:10) 6ycce， 24-25. 仁も， この記述主主前日 (9}j 20 H) ，!)ことイどの v 、たものであるが。

:31) /ヅと uこぶ，(L;よ9月22H 0 ごネ名ヴエ 1りj スゴイ 内 i日li汁、，j;工1主-ててブヅ-七とグの)そ
，心ふ O これh工?当皆1時時ロシヤジの){，弱毎事i関克誌蕗、苦，一_，;1リiのt始吉ま Jり)手含f一i正E午iιこおく習f貫f己一つ Jと三こと tにこf場品i滋弓するものと，1，官ど立. 
われる。 プ-ツセ:法主控軍土官てで.あつ fた_0

32) HeBe.HbcKoH， 239. 
33) ソヅペミ辻 [1二本人との摩擦々避::f-るため， JI肖所の位遣を久春-，11汁の-*持ボロ〆ントマりとナること合型

んに。手~J'.J 7 ツ七 i工ネ与Yェリスコ fにJJii歩 l， H 本人とごと醤よ{亡含Hi のうち;棟~鵠人(?) 1.，こと

のべている o C6ycce， 30; HeBeJlbCKp白， 232-233)。 日本側の資料ι制裁とA抗議各 1陳イど[貸年 l
if:二三人ノ352んこ‘、-:.) (~!~; 1( ';トIkll 'J:j r主主，ii. ;r~ 2 li ::H 122主rl-})o
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歓J.J凌宰

を四辺形の角に配置し，対角線にあたる 2隅にほ六角形の物見兼砲塔をおき，建物の潤を

銃眼のある捕でつなぐ一種の墾塁であった034〉柵の下手には兵士らのための売活が，そし

て小川の努には風呂場も設けられた035〉建築用素立の一部および窓硝子等はアヤンから運

ばれたが，このほか日本人が準嬬していた木材600本を譲りうけ，紛また約4キロ離れた
山中から冬中に 300本の木材を伐採したc

ロシヤ人が上陸したとき，越年番人たちはロシヤ人の上陸を坊害するすべもなく恐境を

きたし，すでにりべたようにロシヤ入の要求するままに積荷揚陸のため鮮を貸与し，ロシ

ヤ人の宿治と物資の保管のために倉庫を祷掃して明け渡し，乾操した木材の使患さえ認め

た。彼らに出来ることはせいぜ、い武器蔵の封印をはがして武器を土中に躍し，ロシヤ人到

来を通報するため松前に逃帰ることであった。すでにロシヤ入上陸と共に逃亡したものも

あり，番人たちは 9月3日37>相談の上同日夜全員が久春古丹を退去した。多くのものは

シラヌシから宗谷に逃帰り，同じく西海岸エンノレコマブ〈真両)運上家の番人9人もロシ

ヤ人上陸の報を受けると慌てて持場を捨てて逃亡した。越年頭長拐など 13人は， ロシヤ

人の動静を見極め，アイヌの態震を監視するため樺太に留まることにしたが，久春吉丹に

居住することを不安に思い，山を越えてナイブチへ避難した。彼らは昼夜をおかぬロシヤ

兵の厳重な警戒態勢におびえ，また鎖国時代のことであるから，外国人との接触の故に処

罰されることを恐れたのであろう 038〉後の取締は惣乙名ベ γカクレ，脇乙名ラムラ Yケ，

小使イッポンクに托された。当時久春古丹毘辺にほ番人たちのほか 289人のアイヌが岩往

しており，その大多数は翌年の春漁準備のため東部のコタンから出稼に来た者たちであっ

た。彼らの中にもロシ'ヤ人上陸の当初逃亡したものが多かったようである C 日本人逃亡の

翌朝，船から上陸してこのことを知ったネヴェザスコイは激昂し，アイヌ長老のあごひげ

34)ムラヴィヨフ哨所の構造および建築の状況については， 6ycce， 32-33， 64， 66， 82， 112-113を参照
せよむなおネヴェリスコイは，ムラヴィヨブの指示にも拘わらず，多面霊や櫓の築造により兵土らを

疲れさせないようプツセに命じていたくHeBeJlbCKO払 241)。大量の木材技採や大規模な建築などの
冬中の重労働が，ロシヤ兵中tこ病人を続発させる原因となったことは，Iレダノアスキーのいう通りで

あろう CPY.l(aHOBCKH員， 915)。
ムラヴィヨフ噌所を調査した松前藩土や幕臣堀，村上亙，およびその組行者たちは，ロシヤ噌所の堅

牢さについて驚き，見取図を添えて多くの記録考残している。

35)売吉辻，兵士たちが受ける給与をもっτ日用品を購入ーする場所であり，風呂場芯蒸気武呂の類であっ
た。〈寅年クシュンコタン魯人造築一条，第 1文書〉。

36) これらの材木は建築用として運上屋磯i祭に積まれていたもので，元日 2~5 尺，長さ 2------7 間 j立の巨木

であった。ネグェリスコイは日本人からその売却の約束をとりつけたという (HeBeJlbCKO払 238，
240)0 Lかし日本人が逃亡したため，ブッセは日本人から財産の管理を委託されていたアイヌの長老

に 180銀ループルの高品を支払ってこれを購入したとのべている C6ycce，32)。 日本の資料は仁番
人共退去後蝦夷入共江何敷市関候上右木等持運j と記 iているく寅年グシュンコタン魯人造築一条，

第 l文書〉。

37)ブヅセによればこれは露暦 9月24Bのことである C 従って日本磨は9完4日となり日本側資料とく
L 、違っている G

38)当時樺太にl主，外国の捕鰻結から乗組員がしばしば上陸したようであるが，このよう主場合の事後の
取調べ;工厳しいものであった。嘉永元年シラヌシに異国人34人が上陸した際，番人たちは情況を説
暁したのち，次のように誓約 Lている。「右異白書人共漂着の上滞船中，親敷相交り交易等無之哉の段，

再応厳重御幸しに御i坐候得共，兼て支配人より蔽敷串付有之，私共始夷人共に至迄右様の犠毛頭無指坐

候J(事永 j乙 It 1 ;下 ~t蝦夷地江上i与を之異 i司人始末礼子号〉写本(北大図書舘)。
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をつかんで日本人の遥戻しを要求したと L寸 032〉日本人の逃亡後，アイヌたちは倉庫の管

理を委ねられたアイヌ長老たちの棋止を無視して蔵に押入り酒や米を奪い始めたが，これ

はロシヤ人によって短止されたC40}

9月25B C露!雪)，荷揚を完了したネヴェリスコイは，その翌日帰国の途につき，ムラ

ヴィヨフ哨所には陸軍少佐プッセ， 海軍中尉ノレダノフスキーほか69人が残留し J4041〉ネ

ヴェザスコイは出帆にあたりブッセに次のような指示を残Ltこol C逃亡せる〉日本人たちが
戻ってきたときは，彼らが全く安全であることを保証し，彼らの身体，財産，産業および

交易が充分保護されるよう配慮せよ。……わが兵士らが彼らの習俗に干渉しないよう注意

し，原住民tこ対してもそれが望ましいと思われる場合でもわれわれの習慣を強制してはな

らないJ042〉彼は帰路インベラートル湾のコンスタンチノフ唱所に寄港して， ボシニャー

クをその指揮官とし、て残L，10月2E1デ・カストリ湾に帰着した O

一-方，ナイブFチへ逃げた日本人たちは，クシュンナイからマーヌイ経由で南下してきた

オノレロブ一行に出会い 43) 久春古丹へ戻るーことをすすめられた。またアイヌ長老らも久春

古丹の秩序を伝え，番人らの婦還を求めたので，一周は申合せ三 9月28日までに全員久春

古丹に帰ってきた。

このようにして，久春古丹における日本人，ロシヤ入，アイヌの共存生活が始まった

が，ムラヴィヨフ哨所の指揮官となったプッセがもっとも苦慮したの法，日本人とアイヌ

に対する関係であった。ロシヤ人は武力において圧倒的な支配者であったものの，後らは

ムラヴィヨフやネヴェリスコイから日本人の漁業や生活に干渉することを固く禁じられ亡

いた。ムラヴィヨフはアイヌについて~.t1可も触れていないが，もし耳本人の漁業に不干捗

を守るとすれば，それ法アイヌの日本人に対する雇傭関係に介入しないことであったc す

でにネヴェリスコイは，日本人に対L，アイヌに彼らとり関誌を守らせることを探託さえ

した。彼は，このことがアイヌの日本人に対する従属関係を認めることになり，樺太占領

によってロシヤの臣下となる筈のアイヌを，信国民の支配下におく矛語にほ気付いていな

かったのである O 日本人の横暴に耐えてきたアイヌたちの中には，ロシヤ人の到来により

39) Eycce， 31.ブッセは f残念ながら，本の懸念は根拠のない Lのではなかった」と記している。
40)ブッセ:主， rもしそのことが私の君、に反することを知らなかったならば，授らは公然と全℃のものを
掠奪したであろう jとのべているぐIbid，74)0 レダノプスキーは， これを批判し， アイヌの含i事乱
入を禁止したの;ヱネヴェリスコイであると書いている O 後によればネヴェリスコイ;主張本人をイス

ポンケだと疑い，あごひげをつかんで諮問したところ，イスポンク法捜刀を技いてネグェリスコ 11こ

とびかかったという円伎辻逃亡 L，数週i習後に日本人と共に帰ってきた CPyぇaHOBcKH九 921)。
このイスポンク (H本理IJ資料で;主イツポンク)(1，ナイトモ惣小使ジヨシコロの息子でポロアントマ

~) (久春古11東隣);こU¥稼に来ーこ取締と Lて小伎にfI:じられていf二七のである。後にロシヤ入滞在中
U)功議により幕府から賞与を受lナーており，恐らくはこのとき乱への昔話止に当っていたものであろう。

41)松蔀藩士の報告によれゴ，総見 71入山内分立「頭分の&f2人，医師j，1J人，書役1，1，j人， [，-，"]心 65人の内

1人昨日月中致病死」である o (幕末斗習閣係文書第61'主第2，Z喜174文書)0 Lかし実際には医師j
i主:おらず 1人の薬鶴見沼がし、ただ;すであった O ブッセ(t，11月15日水兵シーズ fのタどをいたみ， 70 

名の派遣法;こ 1人の医師も L、ないことは理解ーできないとのべている。しかしルダノフスキーは医師

+{Eの責任をブ、ツセ tこ掃している C5ycce，44， 65; PY.llaHOBCKH九 917入場，村j丘の諒告でほ「医

(jrfiJが「猟溺Jとなっている也(実年クシ斗ン Zタン魯人造築---条，第一文書)0
42) HeBeJlbCKO丸 241.
43) iL 14， 21参照 O
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B本人からの解放を期待した者たちが少くなかったことは想像できるが，ブッセは彼のも

とへアイヌたちが震々やってきて呂本人の悪口をのべたことを，次のように記している。“〉

「私の立場は非常に困難である O もしアイヌたちと一緒になって日本人の悪口をいえ

ば，日本人は彼らに忠実なアイヌたち〈これは多数である〉から必ずこのことを聞き，彼ら

のわれわれに対する信用は完全に損われるであろう O またアイヌの前で日本人を賞めその

肩をもつことは，われわれが日本人とぐるになって後らを迫害するのではなL、かとアイヌ

を恐れさせるので，これもできないことモある C 私はアイヌたちがH本人の悪口を云い始

めると笑って答えないことにした」

日本人とロシヤ人は，やがてしばしば相互に訪問と贈物の交換をくり返し表面は親交を

深めた。このことによってロシヤ人の彼らに対する無害を確認した番人たち辻，再びアイ

ヌに対する権威の回復に努めたようである。彼らは翌春松前から到来することが期待され

る日本の革勢に言及して，アイヌが従来通りの!1本人に対する関係を維持するよう求めた

ばかりでなく，外国人であるロシヤ人と接触して物品を供与したり，彼らむ下で働くこと

を禁じ始めf-oこのため日本人から彼らを保護しようとしないロシヤ入に失望したアイヌ

たちは，日本人を吾、れてロシヤ人に鮮魚や犬そりを供与し，また彼らに奉仕することを恐

れるようになった。ススヤmの調査へ出掛けたルダノフスキーの場合は，アイヌたちは彼
を受入れようとしないばかりか，彼の到着を知って逃出す有様であった。ブッセは召捷の

ハイロが (5) 日本人とアイヌの長老が結托してロシヤ人殺害の計画をしていると告げたと

きは意に介しなかった。しかし，やがて百本人のアイヌに対する締つけが議しくなり，ハ

イロがなぐられるに及んで日本人を援しく詰問した。そのうちアイヌたちの間には，翌春

日本の大軍が上睦してロシヤ人を皆殺しにし，ロシヤ人に協力したアイヌにちを処罰する

だろうという噂が流れ始めた。プッセはこれらの噂は日本人の話に根拠をもつものと考

え， 日本人に厳重に警告したとのべている o I私は何度も H本人にきびしく詰問したが，

答中いつもアイヌたちが嘘をついているというのであった。ついに私は彼らに対しわれ

われは友好的に暮すために諸君をトマリ(久春吉丹)へ呼び戻したのであるが，もし諸君が

これを望まねならばトマリから出てゆくがよいと断言したJo紛プッセの警告は効を奏し，

これ以後日本人たちはこれまで以上に友好的な態震を示すようになり，アイヌたちも日本

人に気兼ねなくロシヤ人に奉仕するようになったと Lづ O

プッセほ，日本人とアイヌは利害と願望が全く椙反するとのべ，そこに入りこんだロシ

ヤ人が両者と共存する擦の国難さを次のようにのべているO 「われわれのサハリン到来が

日本人の漁業に何らの損害も与えないことを日本人に示すためには，以前の如くアイヌを

日本人の隷属のもとにおき，われわれにとって危険ではないまでも，前者の嫌悪を身に受

44) 5ycce， 43. ブッセによれば，アイスたちは|シ t，}-ム，ベン，シザム，アイス，コイキ /vスキ，ど
リカJC日本人は悪し、，日本人はアイヌをなくやる，ロシヤ人はよい〉とくり返したと1，， 0。また後は，
アイヌたちが日本人の悪口をのべて，ロシヤ人からの贈物を期待したとも書いている C

45)ハイロ ;1，シレトコから来てブッセのもとに住みついたアイヌである O ブッセは，設が日本人とア

イヌのこと今通報するので重宝して召詑としたが， やがて増長してロシヤ兵きえ蕪提するようにな

り，ついにはブヅセにもうとまれると，今設は他心アイス心ことを日本人にざん訴して解雇されたο

C5ycce， 43， 50， 52， 53， 59， 106~1O7). 
4fi) 5ycce， 75. 
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け，それとともにサハリンの日本帰属と、その住氏に社する 1I本人の完全な交配を認めね

ばならなL、。またもしわれわれが島を統治してアイヌを号本人から禄護 L，日本人がアイ

ヌをなぐることや不当に安い給与寸彼らを働かせることを禁止すれば，このことは日本人

から全ての労働者をとりあ:干ることを意味するJ047〉役がとったのは，日本人がアイヌに

公然と不当な行為を行なわないように警告 Lた上で，日本人とアイヌの信人関係には干渉

しないという中間の道であったc 彼はこの{武装中立!がアイヌを失望させたといい，彼

らを満足さ:1.-るとめには， 金、このアイヌ長老と r1本人を呼び集め， Iサハザン島;主計本つ

ものではなくロシヤ領土であり，設にア-(ヌは良由の民であると宣言するほかはない iと

慨嘆Lているc しかしこのことはまた，日本の法葎によれば，日本の漁業のみならず日本

人そのものを樺太から完全に追放することを意味したのである O

bともと久春吉丹の占拠に反対であったブッセは，このような煩わしい関係を避けるた

めには， ロシヤ人の割当所の所在地注目本人の漁業の妨げ三とならず， しかも日本人との交易

の可能性のために彼らの部落から遠くない場所であるべきだと考えた。彼はこのような場

所として El本の主要部落マオカから二日の行程にあるナヨロかクシュンナイが最適であ

るとの 4くてL、る。48)

nì~所の所在地が不適なことについてのブッセの見解は，ロシヤ人の軍事力の観点からも

でていた。彼はアニワ湾漁業の日本ぜことっての重要性を充分に認、識していたので，的〉日本

政府が大軍を派遣する可能性を考惑したのである c 彼は行本人の武力誌著しく貧弱だと考

えていたものの，ムラヴ fヨフ哨所の弱点も痛感、せざるをえなかった。 哨所の泣置は好適

であったが，彼はこの哨所を 69人余の未熟練な兵士ら50) と8門の大砲で守備することの

困難さをくり返し書いているJ1〉

111 長時における日露交渉

ロシヤ人の久春古丹占拠に先立つこと約 40日前， そしてペリーの滞賀来航より 1ヶ月

後の嘉永6年 7丹18日，長崎には遺日全権{吏箭プチャーチン提替の4隻よりなるロシヤ艦

隊が入港した。ロシヤ辻鎖昌時代の日本に対し，もっとも熱心に貿易を求めた国であった

が，プチャーチ γの日本派遣も樺太占領命令の場合と河様，アメリカ睦隊の日本遠征の情

報によっ捉進されたものであった。プチャーチンは日本に対してし、かなる敵対的行動も避

けること，平和的手段によってのみ通商関係の樹立を達成することを命じられていた。

1852年 10月7H (露特)， プチ )γ ーチンがグロンシュタットを出帆したi祭は 8月23fl 

付ニコライ一世の日本皇帝宛|耳書を持参 Lていたのこの国書は和親通商ーのみを目的と L，

47) 5ycce， 76. 
4R) 5ycce， 61， R<ト一向. ノッド‘二 th:ピ-)-01 戸ではア fヌ -1-'-，jヤーケ， 満州人の交易がおこなわれp

てわけ，二二台-111':-:こるこたにょっと?むら hニ tj~.:;1時含，)-え， 1I +~人守1，1京そに交易;ニヲ Ij6 1)ことができる

のむちる。

49) 1 H本にとってアニリ湾沿岸の喪失は， I! J¥t4にとってのアムーノレ地方全部の喪失より z重大であるj と
復i土i芽L、ている (Eycce，84)0 

50) 18人を深いて位のむのたちは軍事訪i練を令:<受けていない。これ;まただの百姓たちである O 航海中
iこ射撃訓練をしたところ， 大半の手?は銃内出り万も知らず，恐る恐る撃鉄を下したJ(5ycce， 66)。

51) 5ycce， 61， 79-80， 82-83. 
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領土問題には触れていなかったようであるO その後ロシヤ政府は有名なU本学者シーボル

トをベテノレブノレグに招き，後の献言で国書i主宰相ネッセリローデから老中宛に書き改めら

れ〈日付はもとのまま)， プチャーチンの入港先も長崎とすることが決定された052〉この新た

な盟書はパナマ経由の急使によって小笠原停泊中のプチャーチ γに届けられた。プァイン

ベノレク女史の記述から判断すれば，領土問題の交渉もその際に追加されたもののようであ

るO プチャーチ γが幕府に提出したこの新たな冨書の中では，第一に両国間の境界を定め

ることが要請され，とくに樺太の南端に注意、が向けられてL、る O さらに「夫れ魯茜亜帝所

領の地は，其大さ世界万冨に冠たれば，更に地を益し境を京むるは，実に要須とせざる所

なり Jといい，ロシヤの目的は領土の拡張ではなく，境界の確定であることを強調してい

るO この国書をニコライ一世が承認したのは， 1853年2丹24日のことであり ;;3) このこと

はロシヤ政府が樺太占領命令のかなり以前から樺太の領有を決定していたことを示してい

るの国書.と同時にプチャーチンが受取った外務省の補足音n令も，ロシヤ政府が近年アムー

ノレ湾の鍵で、ある揮太島に大きな意義をそ手えたことをのべ，この島が強力な海軍国(アメリ

カ〉の凱食となる可能性を懸念 Lているのである 054〉

長絡に来航した当時，プチャーチンは未だ政府の樺太占領命令を知る筈もなかった。彼

がこわことを知ったのは，長崎港において三ヶ月余も日本全権を待つうちに，タターノレ海

峡治岸の測量とf言況視察のため派遣した fヴォストーク」号藍長リムスキー・コノレサコフ

大尉がもたらした清報であった055〉 リムスキー・コルサコフが長時に帰港したのは 11月

3日〈露暦〉であるが 56) 漸くにして樺太占領命令とロシヤ人の久春吉丹占挺を知ったプ

チャーチン¥:t，早くも11丹6日〔日本腰10月18日〉老中宛に書簡を送り，その中で次のよう

に樺太の全島領者を主張した。

「カラフト島〈即薩恰連)主唯野人のみ住棲し，其住民は魯西亜の支配を仰き制教及交蔀

に乏しき者たり O 故に魯西亜帝の命により，比三ヶ月来魯西亜領とし，且つ許多の軍兵を

52)φa負H6epr，148-149. 
53) Ibid， 148. 
54) Ibid， 149. 
55)この点について，バルスコフはある文書にもとずきたがら，プチャーチンなアムーノレ下流地方や樺太

の占領に反対であり，リムスキー・コノレサコフをアムール河口に派遣して樺太占領に対する抗議を行

なわせた，と書いている CEapcyKoB，KH. 1， 331)0 しかLこのことは，リムスキー・コルサコブが
長崎を出視したのがネヴェリスコイの久春古丹占拠より蔀であったことを考えればありえないこと
である(次注参照〉。ネヴェリスコイは 10月2日(露暦〉久春古丹からデ・カストリ湾に婦着した

時， 9月30臼にリムスキー・コルサコフカミ同地に立寄ったことを知った O リムスキー・コルザコフ
はその時，アレグサンドル哨所の指揮官ラズグラドスキーに，ブチャーチン提曹は樺太占領命令を

知らないと伝えたのである。 CHeBeJlbCKO説， 243-244)。ブッセもまた，樺太へ来た投入(請水平三
郎のこと〉がコサックのジャチコフに，プチャーチンはロシヤ人の樺太上持を知らなかったかのよ

うにのべたと書いている C6ycce，123)。
プチャーチンが樺太占領に反対でなかったことは.L')， I:の本文?ころえる通りである O レンセン致授

やステファ γ持土は， プチャーチンが日露交渉の成功のため， ロシヤ人の久春古丹占拠を望支なか

ったかのように書いているが，これ法プチャーチンの長崎および一下田にお{する友好的な対日交渉の
印象から生じた誤解であろう。くLENSEN，Russian push， 306; STEPHAH， Sakhalin， 52)。

56)ゴンチャローフ， 307。日本側資料によれば「ヴォストーク j号は7月26日に長崎を出帆しく幕末外

国関係文書第1巻，第315-317文書λ10月15A tこ帰着した〈幕末外開関探文書第 3巻，第 17，18 
文書〉。
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民て是に謀長ふ。漁猟及抱の商業を為L，且時節を期しこ己れが住家を構へんが為に，カラ
フト島及南部アニワ港に来る日本人の寡少なるは，唯全権が言へる所の理を資く。加之右

日本人アニワに住居するに方つては魯西亜領民の如く，其保護を蒙むるなるべしJ57)

この主張は，安政6年7月品川に来航したムラヴィヨフのそれに頻る類臥しているが，

すでにのべたように，嘉永6年当時のムラヴィヨフは未だアニワ湾への着手を考えていな

かったのである。58) プチャーチ γの提出した国書は明らかに樺太高端をE本に残すことを

:昔、関しているが，政府の樺太占領命令と久春古丹占拠を知ったプチャーチ γ辻，これを政

清の政策が変ったものと受取ったのであろう。樺太占領命令は，現地の考患にもとづいて

もっとも主要立地点の占領を命じ，この島にいカ亀なる外国人の居住をも z認めていなL、。ネ

ヴェリスコイも考えたように，これは樺太全島の占領命令と受取れるのである O 久春古丹

の占拠は，その証拠tこ他ならなかったっ自らの持参した国書と言11令にも拘わらず，プチャ

ーチンがこれを政府の政策変更とみなしたとしても無理からぬところであった O このた

め，これから日本との通商交渉を始めようとしていたプチャーチ γは，自らの立場の不利

になるのも顧みず， 敢えて大胆に樺太全島の領脊を主張したのであるo 1出領命令jにも

拘わらず，日本人の保護をのべたのほ，ムラヴィヨフの指令を考憲したものであろう。

一一方，幕府がロシヤ人の久春吉丹占拠の事実を知ったのは，事件からほぼ一ヶ月後の嘉

永 6年 9月28日であった。 I弓月 121=1，益毛で越年中の宗谷勤番から事件の報告を受けた松

前藩主は，直ちに物頭三輪持，検{吏氏家丹右衛門の止か」番手人数85人，二番手 77入を

樺太へ向け発進させると共に，幕府にこのことを通報したのでるる 059〉

度重なるプチャーチ γの催提を受けた幕清も，瀬く 10丹30日露酉亜応接掛として大目付

筒井政憲，勘定奉行JIl路聖護らを長崎へ出発させたが，交渉の基本方針は境界問題，通語

問題とも出来るだけこれを引廷すことであったc 熊井， Jll蕗が出発に当り交渉の指針を求

めたとき，老中阿部正弘は国境確定について次のように指令してL、る o 1境を定侯犠;主，

御代替之御急等栢済，猶18記取調之上，領主並蝦夷人共心得方をも相来し侯て，双方より役

人罷出桓定可申議ニ付，存外之年数も桔懸り可申旨，精々申設，カラフト梶へ上陸は不致

様申顎置侯様可被致Jo60) これよりろ....h~ど， 幕府は久春吉丹へのロシヤ人の上陸を未だ深

刻には受t-J-とめておらずj:1シヤ人の撤退のため断由たる態度をとることは全く考えてい

な¥， '0 恐らくは，よれより遥かに重大なアメリカとロシヤによる開国要求の対応に苦憲し

たためであろうが，当時の幕府にとって樺太は遠い存在であったことも事実である C

漸く 12丹20日より始まった第井， )11路との談判にあたり，プチャーチ γ法主ず樺太につ

57)幕4ミ外1斗間部文芹，第3き第 20文170
58 )ムラ.'/ィヨソ;工， 、]itf!j:アニワ湾の ]ti韻々控え(1853.4.15H指令)， またインベラートノレ湾への着手
々禁じていた(1853.4.19f1"書簡);) L j'，ドし，ネヴェリスコイがこれらを実行した銭では S~ がて宝

併とともに従i"r積極的に支持寸るようになった。 (HeBeJIbCKO仏 257)。このこと (1. ロシヤ参謀本
/~g が露涜同誌の調査に派遣 Itニアフヂ工保険敦の部告によるところが大きかった。ムラ zゲィヨフはこ

の報告により，プレヤIIi脈以来日iJち 7ムールド流と樺太;土ネルチンスク条約iこよりロシヤ領となっ
たというネヴェ 1)スコイの主張〈注目参情、)こ同調したのである。かくて 1854年春ムラヴィヨブ
;ま，久春古丹占領におけるネグェリスコイの果断な行動を讃え， ウヲジーミノレ 3等勲章を伝達した

(Ibid， 283)。
59)幕末外国関捺文書第 2巻第 128文言。
60)上陽書，第3巻第41文書。
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¥， 'L次のようにのベたo rサカレγは素々J支出入住民の地にはあらす， 光年アンそんへ我
雪之者罷越侯処，彼住民共我国へ属せんことを願ふに付，我主之命によりて草卒を差遣

し役土を守らせ装事にて，日本所麗の地へ手出し等致侯儀には無之，右境界最と取極不

申侯ては，外留の者通航の差障にも相成張関，境界相定震存する所也Jo これは前回の書

簡とは違って樺太全島領有の主張をやめ，国書にある通り日本所属の地へ手を出す積りの

ないことを明らかにしたものであるo Jll路はこれをうけて，ロシヤが日本の属地へ手をつ

けないというのなら，前回の書簡は主旨が違うのと取下げるべきだといい， i貴国に於て

;主別に新地を得るに念なき虫なるに，隣同の辺界へ新たに軍卒等被差罷侯ては，我国人心

の動静に梧拘り侯iJj，右軍卒v工早々ヲi払はせ侯様致さるべしj として，久春吉丹からのロ
シヤ人の早急の撤退を要求した051〉

ロジヤの|雪書と 11月 6 日(露暦)付書簡との矛居をつかれたプチャーチ γ~' :t， これにつ

いて弁解し， i最前使命を講，国を出し時は右の書翰(問書〉の通の儀に侯処，其後本国よ

り書状差越 62) 外国の者共サカレンを窺祭致し候勢ひ有之，打捨置難く，守りの者を差遣

侯，尤日本との境界誌と相分り侯は~，守りの者は早々為引払ベく旨申越侯……J63) との

べ，冨境確定さえできれ芯、ロシヤ人が久春古丹から撤退することを約束した。しかし彼は

日本側のいうように国境確定に三，五年も要していたので辻，久春古丹在住のロシヤ人も

土地に朗|じみ，ロシヤ入に従うアイヌも増加することになるので，その擦はロシヤ人の撤

退が国難になるとして至急の取極めを求めた。

プチャーチ γが，一度主張した樺太全有の主張を取下げ，久春古丹からの撤退を約束し

たの;i，単なる外交の掛引ではなかった。彼法日本全権の長崎未着の間tこ上海に赴L、て露

土戦争の確報を得，イギリス，フランスのロシヤに対する開戦力~;互いことを知ったのであ

る064〉開戦となれぽ， 久春吉丹i主いずれ英仏鑑E震の攻撃を受けることが必至であったoE5〉

今必亘書の線まで戻ってこの地を放棄し，国境を早く取極めることを彼ほ考えたのであ

るO 簡井とJll路:i，老中に報告した溶接顛末の中で， r十分に申伏せ侯義は出来不申侯得
共，一度i主カラフト全島を奪，エトロフ半島も，所領のま口く申或し，既に御手前様方へ書

面迄差出候得共，右の趣意、は梧改……彼の申条相屈し侯は，右にて顕然致しJ66) といい，

これが交渉の或果であるかのようにのべている O しかしプチャーチンが交渉の最初から樺

太全有の主張を放棄していたことは明らかである C

61)幕末外開関係文書，第 3巻第 137丈書。

62) この莞;訳は， 1)ムスキー・コルサコブがデ・カスト 1)問、で入手した情報のことを指すものであろう O

63)幕末外向調保文書第 3巻第 137文書。

64) ブンチャローフによれば，これは 12月15R (露暦〉のことであった。

65) プチャーチンの恐れが杷憂で、なかったこと ct，安致 2年 5月 (1855)イギリス艦隊から陸戦隊がケシ

ユンコタン河辺に上陸したことからも知ることがで庁る。箔立R奉行支配調役力石勝之坊は，条約にし
とづき長椅，箱館以外の池への上搾をとがめたところ，司令'f宇ジェイムス・スターリングは次の仁う

に?さえたのである or唐太は御再属時有之議をゑ矢口不致， pq正年来現に去、人アニヅへ陣営相構へ居候
fむ承り，今日街11奇癖領の段初て承知致し候上は，魯人も此と罷在!疑義布之It号敷，然、れ;王批後 iヨドミ船本tI

越侯儀i主張之候J(幕末外間関銘文書第 11巻第 154史書，第泣き第6，9文書参jl?O。 クリミヤ戦予
rr; ，太平洋の英仏睦隊がカムチヤヅカのベトロパウ、ロブス?を攻撃し，支た戸シヤ軽球を追跡したこ
とについては STEPHAN，Crimean War.を参照せ c1:。

66)幕末外国関孫文書第4巻第 45文書。
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樺太の分界では，)[1路が北緯50度を打診したのiこえす L， プチ γーチンは日本人の居・往

するところ江南岸のみとして活溌な論戦が展開されたものの，ついに結着をみなかった。

しかし果してわが露西亜応接掛が北緯50度をもって直ちに境界を取極める権援を有Lて

し、たかどうかは疑問であるの彼らは江戸出立の際に f此節難及挨拶廉を基本にし、たし其

外は都て律J委在被);支侯Jとしづ指示を与えられたように，絞らの任務は交渉の引延しに重

点かあり，全権の名にf直しないものであった067〕

プチャーチンは国境確定を急いだので，長崎で荒増の取極めをして後は来春現地におい

て立合謁査をすることを求めた。長崎での取極めは合意に達しなかったものの，日本側で

も春に見分の者を現地へ派遣する予定であったので，晃分の者が樺太へ到着した際ロシヤ

兵との行違いを避けるためプチャーチンの添書を要請し，ロシヤ文および、襲訳文各一通を

受取ったの68) プチャーチンのLづ樺太の現地晃分とは，日本人の居住場所の確認のことで

あり，その位。地よロシヤ入居住の如何に拘わらずこれJをロシヤ領とすることであった。

これ;主アイヌの居住地を日本領と考えていた日本側と大きくくい違っていたが入発にみる

招くこの立合見分は遂に行なわILなかった。

プチャーチ γは，長崎における交渉では国境問題について法詞のうるところもなく，和

親通高問題でも，窪かに将来における開国と最恵国待遇の約束をえたのみであった。かく

て彼は 4 先ず交渉を打切り 1J:j 8日長崎を出帆したが， 3月28日(露;特4rH3日〉再び長崎

に入港し 6月下旬(わが6月9~181ヲ)頃アニワ港で両全権の一人と会見し樺太の境界を

決宅したいとのべ若し両大臣の内 4 員も伎の地に来会セざる時l土， 再帝国の彊界を検

査費定する事は，己むことを得ず，唯我一人の身にすべLJとし、う文吾を残して立去った。

IV ロシヤ人の撤退

既述のように，松前藩は 9月12日ロシヤ人の久春古丹占拠の報を受けると， 17， 18日に

は一番手，二番手の軍勢を樺太へ向け発進させた。これノは異例の迅速な措置であるが，実

際は幕府の手前， 藩の体面をとりつくろったものであろうの落としては大砲9門69) を備

えたロシヤ長を力によって駆逐することは思いもよらず，万事穏便な交渉を望んでいたの

であるのしかし武力鎮突の可詫性心充分に考られたので\1ift~主崇広が出発をl誌にした活共

たちに重々に申渡した告示法次のように悲槍なものであったっ

7今般北蝦夷地へ異国語渡来侯に付，出張申付候，彼地着岸の七土万事穏、に耳元扱，帰帆

侯様可致侯，当方より決て戦争の端を不開，彼方より戦争の端を開侯は父，日本国の御武

威拘り候事故，一統死力を尽し万世に美名を照し侯様心得可申侯，妻子の議は我等預り張

関可為安堵候]70

67)長椅交渉でロシヤ罪、uの通況を勤めた fパノレラグ」号副艦長ポシェツトも，長崎を去るに当 I} íi"~ 西亜応

議鰐へ宛てた書簡の中で， r裁羅期全権おもへらく，筒井Il~訪守伝， Jiln左議門討議は，政府より任
ずる所の権全からす，是をi立て此余の会議をなナ;土無益に属し」とのべている o (幕末外国関係文書

第 4.{会第 21文書〕。

68)幕末外民関係文書，第4巻第 10文書;第3を第 170文書。

69)実際は8門、Cあったが，逃滞った番人たちはこのように報伝 L!こっ

70) 北蝦夷tf~魯荷亜人 i二陸謁記，第 1 文書。
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しか L，藩は幕府の指示を待つ所存であつにと思われ 9月17fJ Iこ藩兵の発進を通知し

ながら， I秋末よりは海上荒く，渡海難相成場所に御座侯関，此度出張の人数当冬渡海の

議，都何可有御坐侯哉j11)とのべて，あらかじめ葬太への渡海の霞難さを通知している O

次いで 10月25日には， I最早氷海に相成，此上原11原有之侯共，北蝦夷地へ渡海難相或設，

船頭並ソウヤに罷在候番人共申立，不得止事ソウヤ並マシケ南場所へ樺陣罷在，明春氷海

明き次第渡海仕侯 '72) として，蓬兵の渡海を控えたのである。このように Lて，一番手の

議兵は 10月9日宗谷へ，二番手は 10H 10日益毛に到着したものの，それぞれの場所で越

冬することになったc

一方長崎の露西亜応接掛たちも，揮太で松前藩がロシヤ兵と衝突Lて問題が紛糾するこ

とを恐れ， i兵力を以追払侯には容易の儀にては参る間敷， 左侯ては時丹を廷し侯御趣意、

に差樟り侯儀は勿論，此蔀無謀の兵革を勤し万一差誤有之候ては御国威に相拘り候儀も

出来可致哉jとして 73) 武力による解決を厳にいましめている O 老中阿部正弘も!司意)廷で

あり，すでに錆井やJII路の上中を受取る以前，松前蓬主に対し次のような達を与えた。

「魯西亜国より蝦夷地の内へ上陸の者有之侯由，右はタトに野心の筋等無之旨，長崎表に於

て彼国使節より，書面差出侯間，此方より卒璃の儀等仕懸，争論に不及様，綾地へ可申越

侯，尤近々蝦夷地経界為見分，役々の者被差遣侯筈に付，其以前万一此方の者と魯酉亜国

より差越侯者と，斗誇等差記挟はど，以外の事に侯関，其旨能々差遣量候家来共へ申議侯

様，早々可申越侯事Jo74)これにより松前藩は安んじてロシヤ人と平和的な交渉が可能と

なり，その任務はロシヤ棋.uの清況謁査とアイヌへの威武に限られたのである C

宗谷では2月下旬 ([8暦〉から漸く氷も解け渡海の時期となったが 3見15日同地へ捧

太から越年番人やアイヌたちみ乗った飛脚船が到来した。彼らがロシヤの指揮官プッセの

了解をえて到来したことは 3月178(露暦〉の彼の日記から知ることができるo I今日，

号本人マノレヤマ，ヤママド， アサヌヤ 75) が私のところに来た。彼らは松前島の宗谷に鮮

で文書と書簡を送りたいが，もしこのことが私の気に入らぬならやめてもよい， といっ

たc 私は，今であろうとまたこれからであろうと，そのようなE本人の処置に決して干渉

する気はない，諸君はどこへでも好きな所へ舟由に船を出すことができる，とのべたJo76) 

宗谷に到着した越年番人たち辻， i異国掻元船の儀は， 昨年9丹7日出帆致し侯得共，異

国人共六拾人余残つ居，クシュ γ コタ γ運土屋近辺山上え，五時に拾間企の居小屋壱軒，

五関に六関位の居小屋四軒，都合五軒相建，越年罷在，同所へ台場形四ヶ所取建，大鶴八

挺錆置，小筒七十挺程所持致し居侯得共，諸事穏にて，理不尽等の議聯無之旨jを伝えたJT〉

71)幕末タト南関係文;ヰ， m2.~主第 128 文芹。

72)幕末タト詞関係支丹，第3を第 36丈;iL
73)幕友外国関係文書，第4r主活 10，45之:-~!y. っ
74)幕末件同関係文書，第4どき第63文方。

75) この三人は越年番人の代表者であったらしく，ブヅセの日誌の中にもその名前がしばしばみえる。日

本側資料と対照すれば「マノレヤマJは忠助， IヤママドJま平助， rア→トヌヤJは久右衛門であるの
彼ら江戸シーγ人に対して;工商字を名乗っていたのであろう。

76) Bycce， 112. ブッセによれば‘舟にほ2人の日本人と 15人のアfヌが乗り 3丹23日(露署〉久春
I'j-Plを出発 Lた。

77)幕末外国関係文書，第 6を第2文書。
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松前藩i主，これにより治めてロシヤ船の/H'悦と残留ロシヤ人の室塁建設を矢口 i)，ぞ;ftとと

もに彼らの秩序ある生活と日本人に対する友好的な態度に安堵をしたのである O

このため 3丹20汀，まず松前藩の能者である物頭三輪持と検使氏家丹在衛門が藩兵に先

立って樺太に渡ることになり，これに漁場支配人清水平三部78) ほか 60入の番人が同行し

た。三輪一行はシラヌシに向い，ここで好天を待って 3丹26司ザャトマりに差き，次いで

3月28訂久存吉丹に到着 Ltこと〉落兵の進駐はロシヤ側の反応をみながらすすめられ.一番

手が久春吉丹に到着したのは 4月11日で，これは物頭竹田作揮のほか巨付 2入，組ごと5

人，徒士E付 2入，徒士5人，医師2人， f也に検{吏 1入とこれに従う組士3人，従士3
人今後は足軽雑人で都合 85人であり， 久春古丹勤番司?を詰所-とした。三番手は物頭酒井

蔀の指聾する 77人で，これは呂付 2人，大筒掛2入，組士 10人，徒士日付 2入，徒士山

人，医師 2入のほか足軽雑人 cこりなり 4月末から 5月始めにかけーてハヅコトマザ(久春

古丹北隣)に到着しここに仮拝屋を建てたの7骨〉

ロシヤ入が日本人の樺太到着を知ったのは 4月 7日〔露暦)であった。越年番人から

漁夫を乗せた 5隻の船がシラヌジに到着し，翌日久春古丹に着くことを聞L、たブヅ七は，

J吉本人が漁業の継続を決定したようにみえるのは望ましいことだJと書いている 080〉披

はロシヤ人の久春吉丹占拠に日本側がどのような反応を示すかを案じており，戦争の可能

性を恐れていたのである O そのうちアイヌたちば，すでに宗谷に多数の号本の兵士と士官

が集結していることを伝えた。到来予定の日本人漁夫たちも現われず，アイヌたちはロシ

ヤ人の説得にも拘わらず逃亡し始めた081〉当時哨所の建設作業は漸くま冬りに近づ、いたとは

いうものの， ロシヤ人J)I習には懐血病が猛威をふるい病人は 40人に達していた。 このた

め日本軍到来近しの報をえたロシヤ人が，その規模と意図不明のため呉夜の警戒を強化

L，戦斗準備をととのえるなとの緊張した有様は，ブッセの Fl記により知るニとができ

るつ82) 彼は「トマザ部落(久春古丹〉占拠の不利なことについて，私の予言が明らかにな

る時が遂に到来したj と書いている O

やがて親しかった日本人たちも向かを轄した素振りをみせ，これまで煩わしいほと訪問

したアイヌたちも殆んど姿を見せなくなりタ〉シラヌシへ掠察に出したベリョスキン宛の

手紙を引受けるアイヌは一人もいなかった。このためブッセ法久右衛門〈アサヌヤ)を招い

て，百本人の意向を問いただすと共に，ベリョスキ γへの連結を要求 Lた084} 一方ベリョ

スキンは水兵のアレクセーエフと共に，ロシヤ経の到来および日本人上陸の情況調査にシ

78) 1吉本は本来樺太漁場の支記人であったが，アイヌiiEが得若;のためロシヤ人とのを渉にあたり藩 iゴに取
ふ:てられ活躍 LT二C

79)寅年 7シュン τ1 '-Æンボト人造築 ~1ミ哀 1 之;ti;o

HO) 5ycce. 1 B. 
I'¥ 1 ) ~ ."命 -fjがえ存，1]-j'J_;てu十一 liことき. HI;Wのア fヌ;工 30人iこ--j-Y tcβBったゥ 7‘ッセ i土{刊行三なら勤長

i審 1つのH¥5!l!えには 300人のア fヌぷ県宝ると|員七、どいた。 ん、|そのアイヌぷ付本人と p シヤ人の戦争

を恐れて逃亡したのである o (5ycce， 115)こ
82) 6ycce， 113. 124. 
83) アイヌたちは掛物や酒， i理草を期待してブッセのもとを L:どしぼ訪問 Lfニ。捜はついに弐 f神よ，私

宅プこの煩わし芝アイヌの向から救いf1 1 し給えj と悲 '!f~~ あげる程であった。 (6ycce， 109)。
反4) ブッ七(工，アイヌ;わらべ I} ヨスキンがけ本人iこ追宵されていると開いて案じたのである。 11二本側の資

料も，この噌に行い .ri:{ I I，I，}人を校前人1lffi.の若手11捕及打欝生死も難斗程の由棺開Jとのべているの
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ラヌシへ向ったが，幾度か号本人の制止に出合ったのち， リヤトマザに日本の上毅役人が

到来することを聞いて途中から引返した。やがてリヤトマリに四隻の揺が到来し、た O これ

は松前藩の三輪，氏家一行であり，ベリョスキ γはロシヤ軍の砲撃を恐れた三輪に久春古

丹への同行を求められて乗船したっ

4月14日(嘉永7年 3月28日)，ベリョスキシ'が日本役人と共に船で久春古丹に向う通知を

受けたプッセ辻，昼填沖合に現われた4隻の日本船を望遠鏡で偵察しかくも少数の司本

人から攻撃を受ける可能性のないことを知って安心したo 1，皮は砲塔のロシヤ兵に対して日

本人をロシヤの歌で迎えることを命じた，と書いている 085〉やがて三輪一行法ムラヴィヨ

フ哨所を訪問し。ブッセに丁重に迎えられた。彼らはロシヤ人に到来の呂的を問いただ

し哨所の中を隈なく語杢したが，双方の態度が甚だ友好的であったことはブッセの日記

にも記されている 086〉それは「このよう記事情のもとで考えられる最良の状態!であっ

たo ノレダノフスキーは，日本人から追々勤番の者が到着しでも心記しないように云われ

て， I致主主知安堵の様子，胸を撫悦ひ侯体J87) にみえたL， また清水も， シラヌシに到着

した日本人たちが久春古丹へ赴くのを恐れたのは，プチャーチンの派遣した船が未蒼のた

め，ロシヤの指揮官の態度が分らなかったためであることを伝えた。プッセは久春古丹の

占領がプチャーチンの交渉に困難を与えたことを懸念しいずれロシヤ人はここを去らね

ぽならなくなると考えたo rプチャーチンの影響は明らかだ。 しカか、し彼がロシヤ人のサ/ハ、

リγ占領について日本致府とどのような話し合いをしたカか、は分らなし、、O も，、ず

れわれβがL大砲に訴えるに至らなカか這つたのはプチヤ一チ γLのつお蔭‘モであろう c そのような場

合，勝利の見込が我方にあったということはできないのだん88)

4月22日(露暦〉久春古丹に鯨の大群ぷ押寄せ 89) そのすdらしい大漁の有様をみたブ

ッセは今さらながら日本人にとって誇太漁業の重要さを認識し彼らロシヤ入の存在がこ

れに大きな損害を与えたことを悟った。東岸および西岸のアイヌたちは，日本人とロシヤ

入の戦争を恐れてアニワ湾の漁業に集まらず，労働者は日本の番人と近辺のアイヌばかり

であった O このためブッセはアイヌ募集のため，ベリョスキンの派遣を日本側に申出た

が，これは子配済という理由で断わられたcmブッセ辻，漁業のため逃散したアイヌを呼

集め，彼らに戦争の懸念、のないことを説得した IJ本人たちの努力をのべている O 以下は，

ブッセのきI~下のジャチコフ 91)が清水平三部のアイヌに対する演説を記録したものである O

[昨秋ロシヤの船がこの地に来て，士官，兵士および、大砲を揚陸した。ロシヤ人は家{乍

を始め，日本人は恐れを十郎、て逃亡し，半数は松前に行って事件のことを話し，サハリン

85) Bycce， 115， 121. 
86)幕末外国関係文書第 6き第 2，174文書 Bycce，122-123. 
87)ブッセも，ノレ夕、ノアスキーがロシヤ人の薮減を恐れていたことを記している。 CI3ycce，131). 
88) Bycce， 124. 
89) その後日露雑居時代の持太を訪れたロシヤの畏学者ミツーリによれ~f，久春古丹への鮮の到来は，
4月 29日(1871)， 4月 20日く1872)，4月 25日 (1873)であった。彼は当地における象11'漁の有様

を詳細に描トている o (MHUYJIb， 113-117)。

90) Bycce， 134. 
91)これはロシヤ人の中でもっとも早くアイヌ語を習得した人物である。 (Bycce，63)。設はのちにロシ
ヤ人の簿太再渡来のときも同行して，アイヌの情報収集に活羅 L，授の名は明治初年までロシヤ側お
よび日本側の文書や記録に屡々散見する c
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の方々の日本部落に四散した残留日本人の身の上を案じた。このときアイヌたちは悪い振

舞をなし，蔵から穀物や酒を盗み出した。だがこのことはまだ許すことができるG しか L

冬中にアイヌたちが行なった悪しき振舞は不届きである O 逃亡した H本人たちは，幸いな

こことにギリヤークの地から来たロシヤ人に出会った。彼らはロシヤ人たちがH本人と友好

的に暮すことを望んでいることを伝えて，彼らを安心させ，彼らがトマザへ戻ることをす

すめた。日本人は立戻り，ロシヤの指揮官お£ひ兵士らiニ温く迎えられた。彼らは仲良く

暮し始めた。しかしア fヌたちは彼らを不和にしようと努め始めたc お前たちはロシヤ人

のところへ行って，日本人がロシヤ人を眠っている隠に皆殺しにしようとしていると語っ

た。お前たちはまた日本人に立ロシヤ入がH本人を殺そうとしているといっ 7404とれにも

拘わらずロシヤ人は日本人と友好的に暮してきたし，現在も同様であるO ロシヤ人がここ

に留まるか，或いは立去るか，私にほ分bないので云うことができない。長崎に赴いた彼

らの偉い長官から文書ぶ来ればこのことが分るだらう C ともかく諸君は以前のように働け

ばよ L、のである。それに汁して辻これまでのように報酬;Y~支払われるであろう c 従来は当

地へ僅かの兵士しか来なかったが，今年;t犬勢やってくるc だがこの二とをロシヤ人との

争L、のためと考えてはならなL、。これはただらか役人の護衛のためにすぎないJ92)

清水の演説よ，多すにジ γチコフの同席を意識し，或いはこれにジャチコフの紛飾が加

わっ-cl 、ることも考えられるが，ロシヤ入上陸後の樺太の動向をよく伝えているG
三輪，氏家の到来後喝久春占丹ιは竹田の指揮する一番一千七到着したが，ブッセ中士宮

の比率が余りに高いのに不審をもち、樺太に到着予定の兵力について清水に質問した。彼

i土哨所の近くに多数の日本兵が歪u来することを不安に思い，その数を制限下る必要をIitめ

たのである 093〉かく工 4月27Ll (日本暦4JJ 131'i)喝詩水から 2番子 77入のシラヌシ到着と

さらに一幕府の軍隊来島の噂を開いたプッセ;1， 次乃ように清水に要請したっ iスメジ・サ

マ。もしサハリンへわれわれの制限した以主の兵士や士宮か到来するならば，私はこれを

敵対行為とみなし日本人に兵力増強を許さないため武力に訴えることを貴下の長官に伝

えて欲ししゴc そし JこH本人が戸、ンヤ人と本当に戦うここ乙を望まないならば， それ以上の

士官，兵士および大抱を持込まないよう要求し iJ4094〉

ネヴェリスコイが開氷期と同時二に派遣を約束したロシヤ掛は到来せず， ブッセは 10回

以上も船の接近を伝えたアイヌの噂に裏切られた。このため彼は晃張うをアニワ紳に出

し，立らもボートでエンドモロ陣を廻航した。 4月2911(叶本!丙4Jj 15 FJ ).インベラート/レ

湾から軍艦[オリヴツァ(軽長ナジモプ)が到着 Lにひプッセ;工この I1の11記の冒頭に

i-万才!ロシヤ騒が到来したJと待ちに持った喜びを記してい 00この船はプチャーチン

指揮の艦隊の一隻であるが，インベラート/レ湾で越年中の露米会社鯖[ニコライム[イ/レ

92) 5ycce， 127. 
93) ムラヴィヨブ ni~)者の士r(f'よ些か 2人'こちっとo .j ツと iは土;氾己むt..f持2兵iυj曾令外ト dつ今式七，生kitT一亡亡 i仁.γ'I'l
れ土官Jにこ従う兵卒の 4弼E民G来を考考-えたのである。 伎はまたどr'rl)手二がI;';j'司、ことをノーチ¥'.fン ，J)米島全
通える犠式のためとも考え，この可能性Aがもっとも多いと主いている。 (5ycce，132-133， 139)。

94) 5ycce， 139. 日本欄資料もニれを裏書きして次のよろに記 Lている or子三日!S'、のi百1会致皮宮中越，
小霊場へ罷越候処，松前より人教追々!ll勢，江戸去より:0J!tf; {‘Y役モ之汗出張千i之題及示，追々多人数
iこ和成段上;工IIJ及i投手儀と存候， 勺!Iミ '1、足場凡人少数故 ~i，1;心配致伐段， 必怖之{{;iこ〈ノースセ :1rj詞

liJ~J (寅 11三ケシュンコタン魯人 j主築一条.第 1 丈 ~r;: )。
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トヮイシJが乗組員の懐血病のため動けないので 95) カムチャッカへ向う途中寄港したの

であるo Iオリヴツァ j には昨年「イノレトイジ」で久春吉丹を離れたオルロフが乗船して

おり，彼はペトロフスクから公文書や私信を持参した。それらのうちムラヴィヨフの書簡

;主，ブッセを正式に臨時の樺太管理者に任じると共に， トノレコとの開戦を伝え，英仏との

新交が近いことを知らせていた。またネヴェリスコイのそれ法，哨所の立場の不安を考え

て，日本人との信突を避けるため，彼らの産業に全く不干渉であることをすすめていた。宮6)

この書簡について，ネヴェリスコイ自身は著しく異った調子で次のように書いている O

畏日ち，彼はこの書簡の中で英仏との開戦の際，ブッセがとるべき行動を次のように規定し

たというのであるつ

「海軍国との断交の場合，われわれがサハリンにおいてとるべき行動の自的と性格はす

でにのべたところであるが，貴下はこれを確実に顕守し，開戦の際もわれわれが島を離れ

てならないことに留意すべきである O この場企は単に兵員を減少し残留の者はアニワ，

タグマカ，クシュンナイ， ドゥエ，テルネイ(タライカ)に各6'""'-'8入づっ配置せよ O

われわれは戦時においても，すでに熟知した道路を利用して，海からではなく，ポゴピ，

アルコイ，クシュンナイ経由の内陸路によってこれらの場所に食料を供給することができ

るJ97〉

彼はまた2丹25日付のムラヴィヨブ宛の書館中にも同様の主旨をのべ，大睦のタターfレ

海峡治岸の場合と|弓様，樺太の哨所の存在意義は，敵をしてこれを封鎖させるにあり‘ミ

のことに上り事実上これらの地方がロシヤ領であることを認めさせることになる，とのべ

ているoga〉即ちこれでみれば，ネヴェザスコイほゲザラ戦能を採用し，敵の攻撃の際法内

陸へ撤退 L，いかなる場合も樺太撤退を認めなかったのである O しかしブッセはこのこと

については何も触れておらず，英仏との開載を日本人が知れば，われわれの立場はなお一

層圏難になると憂えているばかりである o Iオリヴツァ Jvこ招かれた三輪たちが， この船

で久春吉丹のロジヤ入の撤退を求めたところ，ブッセは[-同月号引取の儀は，ボウチャチ γ

参り侯は交桔分り可申哉，本国王より申越無之侯ては引取侯儀難成J99) と答えたと Lづ O

[オリヴツァ J 土5月3B (日本暦4月19日〉出帆し， 5月11自には清水が幕唐役人の樺

太到来が近いことを知らせた。これは幕府が蝦夷地調査と医境見分のため樺太へ派遣した

堀，村垣の一行である O 幕吏が 100 入の兵士を伴うことを開いたプッセ ~ì，すでに来島し

た松前藩兵のほかにかくも多数の日本軍の到来を認めることはできないとして，幕吏のi毒

95)第工章注 18を参照。インベラートノレ湾のコンスタンチノフ 11再現の 1853"-'54年における悲惨な越冬

生活iこ辻， ブ y セも約三可の責任があるようで為る O 久春子1・丹占拠1f:姿支もな<. 10月 1H (高暦)カ

人チャッカから損傷 Lた r-1ノしト fシ」リが到着したに船Jとガウ、 1) 11 ソ i上.1ンヘラートノレ湾で組冬
-3る/こめ絹〆人々{建嵐長iこf'よ;とるこ三と，長〈撮，食料全求めどが，ー/ッペこよこれを断つ f二。 !f民所の指持:

官ぷシニャーク:主， r 8人。越冬準備しかなかったこの地に，突然 75人が押しかけ，その半ば長11ち
「イルトイシJの乗組員は文字通り何も持っていなかったc ……私は i1 !~トイシj を食料もなく荒

地ヘ送ったプッセが，自分の利己的/c諜りの結果を見ないのが大変浅念だ」と書いて'.，、る。 (HeBe-

JlbCKO長， 276-277). 

96) 5ycce. 141. 
97) HeBeJlbCKO払 282
98) HeBeJlbCKO鼓， 281. 
99)幕末外i母尚昆文汚，第 6、生活 208文iRP
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行は従者一名しか認めないと通告した0168〉

ブッセのlJ記はこのあと，隷タトに記した;バイカ/レ i号到来の需単なメモで終ってい

るO 日本側資料によれば，この船は経印を下して数日間沖合に漂っており，ムラヴィヨブ

哨所では外国船とみて戦斗準嬬を始めたという()この経はカムチャッカから来たのである

が， 哨所の異変を恐れて容易に近付かなかったのである C181〉恐らくは久春吉丹に移しく

翻える松前藩の旗指物をみて懸念 Lたものであろう。 この揺は5月 2U (露特s月151J)に

着船し， 6 EJに出帆した。

その後 5月刊誌(露暦5月23日〉から 15日までに4隻のロシヤ船が相次いで久春吉丹

に到来した。 5月14H ~ニカムチヤヅカから[ドヴィナ j 号が到着したときほ。女子七供ま

で土産し，在留の者たちはまだ永住の様子であった。 しかし，翌日日!メンシコフJ号

が到着すると俄vこ噌所?読しし‘動きがみえ，荷物の取片けが始まったoIG2〉;メンシコフ j

で到来したジ〉はプチャーチンの幕僚ポシエヅトであり司彼はプチャーチンのムラヴィヨフ

哨所撤去の提案を持参したのである C 同日夕方，ヂャチコフが来て貯の{昔沼を申出たが，

これによって H本誤IJ;主ロシヤ人が哨所を取り払って早急にづi揚げるニとを知った。翌 16

Hポシェット 103) の招きで検使兵家は清水を同行して[ドヴィナj号に赴き，このときロ
シヤ人は正式にプチャーチンの命令で哨所を撤去することを伝えf-o翌lJ物頭三輪がシラ

ヌシから帰着し，幕吏の到来が近いのでそれまで出帆を見合せるようロシヤ{閣に要請した

が，彼らは{暫時も猶予難致j といい，ポシェットの筒井，)11路宛書簡とブッセの松前:蕃

宛書簡を渡したc

かくてロシヤ人は夜中ま℃作業を続けて哨所の物資と兵員の乗訟を終え， 5月 18召

(蕗斡5Jj 31[::1)に退mL，約 8ヶ月にわたる久春二市丹占拠ιピリオドが打たれたの℃あ
':! 104) 
'<>J 0 

ロシヤ入ù~ このように平急に撤退したのは，すでにクリミヤ戦争開戦の報が届いてお

り，英仏艦故によるムラヴィヨフ噌訴の攻撃を避けるためであった。プチャーチン立イ γ

ベラートノレ湾のコンスタンチノフ入江を英仏艦隊に対する防禦に最適とみなし，全麓船と

哨月号の兵員をここに集結することを考えていた。105) このためポシェットを久春古丹に送

り，もしそれが上司の命に反しなければと L、う前提で，直ちに哨所の撤去を提案したので

ある O 前述のように，ネヴェザスコイ i心、かなる場合にも樺太からの撤退を望んで、いなか

ったし英仏との開戦の場合も，保治込に内控へ心，')展開を指ノi~ L i二ol的ムラヴ fヨプ哨所

の説指揮官であった/レダノフスキーによれば，ブッセは哨所撤退の問題を，ポシェットの

みか到来したロシヤ船の船長たちの会議で決定することを提案ーしたという。107) また彼ら

i改め Eycce，145. 
101) 寅年ケシュンコタ〆魯人造築一条，第 1 文書;幕末ケト!弔問係文書，ミ~ti 主語 229 之 30
102)寅年クシュンコタン魯人造築一条，第 1文書;幕末外援関係文書，第6を第 263文書。
103) IJ 本 ~IJ 資料はポシェツトのことを「ヲロトフマj と呼んでいる。 f語草 ijl佐 J :J)官名 j乃説、こ〆ちろう

か。ポシェット l土長船でほブチャーチンのオランダ語通ぷを卦めとが，久春己1・Jすで‘;主共通語がアイヌ
認のためブ、ツセが設の通訳を勤めた。

104)幕末外盟関係文書，第 6巻第 263文書;寅年クシ斗ンコタン魯人造築一条，第 1文書ο
105) HeBe.'IbCKO九 293;PyぇaHOBCKH員， 921. 
106)ノLヌ、ノフスキーもそのよろに述べているコ CPyぇaHOBCKH九 922)(、
107) /1.々ノブスキー;工船jとの名前々トウィナj 知jとA.A. ¥.1シ 'J ，c， 'J 11 '1-トイシ i 治 J~ n.φ. 
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は， ネヴェリスコイの考えを知らないで哨所の撤去を決定したとものべている 0108〉 いず

れにしても， ロシヤ人の久春古丹撤退は， プチャーチンの「命令Jではなく， I条件づき

の勧告j によって行なわれ，すでに哨所の不利を痛感し亡いた指揮官のプッセが，士官会

議に賓任を転稼して実現したと昆るべきである O

V 幕府の樺太謁査

プチャーチンから樺太の分界について提案を受けた当時，幕府はこの地方の支配時全く

松前藩に委ねて念頭になかった。また松前藩でさえこれを場所請負人，正確にはその支配

人や番人の裁量にまかせて運上金上級に満足し，樺太の行政は顧みるところがなかった。

藩は毎年少数の勤番の藩士を夏期にのみ樺太へ派遣したが，ミれとて支配のためというよ

りは 109)むしろ独占的な山丹交易を管理するためであった。即ち，アイヌから安値に賓上

げた毛皮を，ギリヤーク人のもたらす満州渡来の蝦夷錦，虫巣玉，鷲羽などとシラヌシ;こ

:h¥，、て交易し，これを圏内で売却することによって，藩は多額の収益をあげていたのであ

心。

これより以前，わが屈がL、くらかでも積極的に樺太の統治に乗出し tこ時代があるとすれ

ば，それは文化 4年(180わから文政4年 (1821)に至る幕府の第一次樺太産轄時代であ

るO すでにロシヤ人の千島南下のため北方へ関心を向け始めていた幕府は，天明年間と寛

政年間の再震にわたり幕吏を蝦夷地へ派遣し，その際にj樺太の謁査をも行なった。かくて

寛政 11年(1799)に始まった蝦夷地の直轄は，文化4年には樺太にも及んどのである O 時

あたかも幕府-の非礼を憤ったレザノフの命を受け，フヴォストフとダヴイドフが樺太，エ

トロフ，利尻を襲撃しfこ直後であったから，幕府は樺太防衛のため津軽五五と会津藩に樺太

出兵を命じ，津軽蕃の警備は文化 11 年く1814) まで続けられた。これと共に松田伝十長~，

間宮林蔵による樺太奥地見分も行なわれ，文化6年く1809)には間宮による東轄地方探検

の成果となった。幕府の樺太行政でもっとも重視されたのは，アイヌに対する保護懐柔策

・とあった。すでに幕吏の蝦夷地巡見により，場所講負制のもとでアイヌが追害され窮乏し

ていることを知った幕府は，彼らがロシヤ人の誘いに容易に応じることを恐れ，アイヌを

抱きこむことによって外志を防ごうとしたのである C こ心ため北海道において法場所語負

制を麗して，幕府が直接漁場を経営する自掛とした。樺太では重掛こそ行なわれなかった

が，アイヌに対する積極的な保護対策は，その責任者であった松田伝十却の f北夷談jにみ

るように，アイヌのギリヤーク人iこ対する負量償還や雪中の巡回にみることができる0119〉

ガヴリロフ， Iメンシコフ」船長 11.B.プ'レゲリムの 3人しかあ;ず亡いない。しかし， 日本部資料

によれば， r-ニコライJ船長クリンコストレム(ケムカシテロムと i#tっている)もいた筈である O ぎ
た「イルト fシJ船長ガヴリロソiヱインベラートル汚で重症の懐血痛にかかり，ち1時は jチャーチン
の命iこより，チハチヨブが船長代理を勤めていとのでレダ、ノブスキーの記i意遭いである O 日本側資
料もヂハチヨフの到来を記している O

108)ノレ夕、ノフスキーは，いかなる場合にも哨済を撤去 Lないというネグェワ λ コイの志向を，彼自身か

ら開いていたとのべている O また封書所iこは最，迂ネヴェリメコイのしとかbサとたばかりのオノレロフも

いた。後らは会議iこ参加しなかったのであるろか。
109) たどil:38にλ る之うに，呉国船|交H系の取調べば!1W1ftiこよりかなり厳重に行なわれにようでちる0
110)従来ギリ γークとアイヌの間で行なわれていに白由主UJ汁交尋は， アイス械に著しい負債を生じ，
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しかし幕府の厳夷地直轄も，ゴロヴニン捕民事件の解決によりロシヤへの警戒が薄らぐと

共に，樺太を含めて松前藩に還付され，暴!手fの樺太への関心は再び失われてしまったので
ある0111〉

このようにして，嘉永壌の幕荷は樺太の現状について軒ら知るところがなかったので，

プチャーチンの提案を受けた幕府は，探てて!日記の取調べを拾めると共に，呂付堀織音1)，

勘定吟味役村垣与三郎を樺太事情と境界調査のために派遣することとした。村垣の日記に

よれば，彼自身は嘉永 7年 1月 1413 ，また掘は 1月 22日にそれぞれ松前並蝦夷地御用112)

を受けている O

堀，村垣が 2月中に老中宛に提出した f-;松前並蝦夷地御用之議に付内密申上候書付Jと

いう書面は 113)出立前の彼らが樺太延理についてどのような見解をもっていたかを知る上

ですこぶる興味あるものである O 彼らはまず久春占丹のロシヤ人については， I怠共参着

頃には最早土着仕揺動仕間敷哉と推察仕挨jとのべてプチャーチンの脅しにうまく乗じら

れた揚句f.忘接に当つては出来るだけ退去を求めた上で， I帰府言上の上挨拶は来春可仕

旨申需引分れ可申と奉存侯Jといい，始めからロシヤ人の撤退を諦めているC このような

態度から霞境開題につし、ても，次のような見解がでてくるのは当然で為った。

「シラヌシ，グシュンコタ γ迫も，御園地よりは北方辞遠の離島， 彼よりは南方の近地

に御坐侯関，地続iこて境界相立往々不取締に栢成侯ては街i失体に街i坐候関，唐太の議は魯、

西亜え被遺侯ても可然哉J

このように始めから樺太を放棄して Lまったのでは，境界見分など不用であるが，これ

については，それでもなお大山，河川により入路通じ難き地険があればそれ三分界しても

よいとのべている。つまり栢互に交通のできる国境では不取締になるという訳である O こ

の書面について志見を求められた大日付， 日付たちは， I容易に魯戒へ差遣侯は斗弥蚕食

の心を長し!とのべて--f.志よ4れを警戒しながらも，子只今唐太不残魯西亜人ヘヲi渡候て

は，蝦夷入は勿論都て差支の筋可有之，是迄松前家持運上競屋会所等の場所は街}函地と栢

定め，其余は魯西亜の持場と相定」といい， プチャーチンの喜びそうな意見をのべてし、
， 
令)0 

一これに対し，長崎で北緯50度の分界をめぐってゾチャーチンと渡う合ったJII路らの意

見はやや兵っていた。

iltlげのかたに[11丹に連jえられるアイ τ ら少くなふ三った O 幕!尉釘は， tι三三公:と、H出1の提案により， t持捧守草'~-f太こおよび宗

詩ア fヌのi氾日[漬麦4令ヒ全全-て4;刀!受汁， 3年!矧白出Hにこ?担{zfり)皮支 5，047校分をエギ:
i占!うiとした。(松出以十立1):北夷談 UtI'守議書第 5t器)， 216-219)。

111) 三卜午にわたる幕清の北極道， i撃たの在結:1，T'iiL十万l'可の莫一大な投資4どもって行なわれ，制度や
比三長もととのし、始め，余剰金さえ生じていと。その突然の松前藷への還付は，老中水野忠戒の独!析に

より突然決定されたもので，これについて;む訟前藩から多額の収賄があったといわれている。捧太

の支在若であった訟出去十部は， その努力を f骨折りし二 r-[ìtJ:f~の菜併を黄粉くるめて鷹;こ歌らる
斗Jと狂歌によって吉期している o (松IB伝 /-nr}:前掲書， 275)0 

112) r松前j とは，密は熊石，支は亀田までの北海道市請の和入居住地を指し， r蝦 ~1也-1 ，主アイスの岩

住地，民iち北海道の東語蝦夷地および北蝦夷地(M'~i，::)を含む詠呼である。

113)中民立有氏によれば， この文;{~:は務海舟の if耳h~i 起 ih;(J以外にはみられないという。[ 内密J;こ差
11\ した文書であけ，主たその弱気の故に j;山吉老 r~J の・喝を受けたためであろうか。〈樺太随政詰革，

tiij編〈ド)45-46)。
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「理を尽し弁を究，永代無動御園地の物に仕侯見込にても，戦争に不及穏を主と致し侯

故，先つは魯西亜え属し侯様の次第に可椙成を，棄地に致し可申との見込重もに侯は人

万一速に藩簸の地を失ひ，魯西亜人蚕食の心を長し侯様の幣をも生し可申哉との寮懸念仕

{長J114)

しかし彼らとても， I此節の勢にては，末長く持こらへ挨儀無覚束侯j と極めて悲観的

である O これよりみれば当時の幕府当局者の多くにとって樺太の喪失は自拐のことであっ

たように思われる O 彼らを叱陀L，~量境問題に、ついて正面から立向わせたのは老中阿部正

弘の豪放な個性であった。

きて，堀，村垣は共に3月27(::1江戸を出立し青森の三巌で風待の時，日本全権の樺太

派遣を求めたプチャーチ γの書簡について知らせを受けた。この時彼らはプチャーチ γと

の立会晃分を覚悟した℃、あろう 0115)5月 10-----11日椙次いで松前を出立した一行よ，天塩

におい℃ロシヤ人の久春古丹撤退を知り，宗谷到着後，先発の名村五八熊が樺太からロシ

ヤ入の書鰐を持参した。これは既述のように，ポジェットの筒井，月i路宛書簡(藁文，漢

文各 l通〉とブッセが松前藩吏に宛てた蘭文書簡である O

これらの書簡は，現地において槌行の通詞名村五八郎と武田斐三郎によって説訳され

た。ポシェットの書簡は，①ロシヤ人がすでに日米和親条約の締結を知り，先の日本長，IJの

約束から，この条約がロシヤに適用されることを疑わないこと，②ロシヤの暗所を暫時久

春古丹から撮去すること，③プチャーチンは都合により約束の時期に久春古丹に来れない

ので，いずれ江戸近くに赴くこと， を伝えていた0118〉またブッセの書簡は， 久春古丹を

去るにあたり滞在中の日本人とアイヌの友誼を諒するとともに，日本人がアイヌに「無道

不和の事を云い出すj ことを戒め， I若しi比議弱の民に対し残虐の挙動あらは， ハカトマ

レに冬を渉りたる議羅期人〈ロシヤ入)に対し非道の交を為すと異ることなかるべしJと

警告している。117)

かくて， 6月 12B久春吉丹に到着した堀，村垣一行は，プチャーチ γとの境界立合見分

の代りに，独自にE露国境として好適な場所の調査に着手するミとになった。後らはムラ

ヴィヨフ哨所の跡を視察したのち，シラヌシを経て西岸を北上し 6月末ェ γノレモコマフ

に到着したが，通路の密難と食料，人夫の節約のため，村塩はここから北海道へ様り，堀

はライチ γヵ(西岸)，マアヌイ(東岸〉を検分し，共に北海道東部を罵行ののち，村垣は

関 7月 29自，堀は 8月 20日箱館へ婦着したJIS)

樺太奥地の状況を調査したのは，堀，村垣より先に樺太に渡った幕吏および付添の松前

藩士である O 長Fち，普藷役間宮鉄次長5 と御小人目付訟岡徳次長ß~主，東岸をタライカ地方ま
で調査して，カシホ以北のアイヌはこれまで日本人と何ら関係を有しないことを現らかに

した0118〉また支配勘定上JIIi云虫5とともに西岸をホロコタンまで同行した松前藩士今井
九八郎は，さらにアムール対岸まで足をのばし，ギワヤークの状況やヲッチシでロシヤ人

114)幕末外国関係文書第5を第 329文書。
115)堀，村垣が， ヅチャーチンと樺太境界の大要を交渉することを命じた河部老中の御用状を受取った
の;主， 6月81ヲ宗谷靖在中である。(村垣淡諮守公務日記， 177)。

116)幕末外信関係文書第6巷第 212文書。
117)幕末外国関係文書第6巻第 213文書。
118)村垣淡銘守公務日記 208-351.
119)幕よ斗!14!用保之ii?第7-'{き補遺第20支芹。
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が石炭を採拐していることを報告した0120〉

その結果，堀，村垣が幕府に提出 Lた「北蝦夷;地御菌彊克込之場所申上侯書付Jは，松

前藩の領分は甚だあいまいながらも，近年、れまその支配が西岸はホロコタ γ，東岸ほフヌ

プまで及んでいるとして次のようにのべている。「毎年年貢乙名共紹皮拾枚宛， タト小遣土

産取と桓唱侯夷人より五枚宛，平蝦夷人軒別壱枚宛相納，其外加水豹之皮四捨枚惣夷入共

より割合為差出候由，尤為励紹皮一枚に付清酒一升，水豹皮四捨枚にて同弐斗宛手当いた

し侯由jo121〉ここで[年貢JとU、って乙、るの;主，漁場の番人たちが，松前藩の山丹交易用

の毛皮をアイヌから買集めた状況を指-すものと忠、われる C しかしここに一書かれてし、るよう

な強制的な毛皮徴収が，漁場以外でも行なわれたかと、うかは甚だ疑わしし、。松前藩はアイ

ヌが毛皮を直接ギリヤークに売却することを禁じていたが，ブッセによればノタッサ γに

近い西岸のナヨロでさえも，良由な交易が行なわれており 122)必ずしも日本人の強制が充

分に及んでいたようには見えないのであるのいずれにせよ，堀，村垣は境界設定をアイヌ

の支配状況よりはむしろ地形によって行なうことを望み，東西の絶険であるトッソ，コタ

ンウトノレに国境をおくことを提案してし、る O

樺太の警備についてi1，彼らは甚だ悲観的で，冬期にi三，四十人の番人しか残留しない

この地は「迫も警衛行届候筈無之Jと考え，今自の見分の結果では北海道でさえ寸時も油

断がならないとのべている C 即ちこのまま放置して「万々一昨秋グシュンコタンへ構侯

如きの建物等出来住外夷共移住侯ては，唐太地の御警禽有無を不論，又御国境当不当に不

拘，御万全の儀何共難申とjとして，樺太の冨境問題や警館よりは，外国に開かれた箱館

さえ何の備えもない北海道の防備の急務を説いたのである O

蝦夷地を周遊した堀，村屋を慨嘆させたのはその無防備ばかりでなく，場所請負棋の下

におけるアイヌの悲惨な状態であった。彼bの廼浦先至るところで，アイヌたちi主交記入

や番人の呂を盗んで，一行に彼らの非道を片言の日本語で歎i訴したO 老中宛の報告に01，

l品々姦討を設け，夷人を欺き侯類不少，餓凍に及ひ老人宇児等も顧す，風波甚敷節も強

て漁業組働かせ溺死等致し侯ものも年々有之侯由，……又は越年致し侯節はメノコを奪ひ

妾に致し候類を初じめ惨刻の扱ひ不少」とし山、Jω 漁場の支配人や番人の非道さを口を;極
めて非難しているO 堀，村垣;主，外国人がこのようなアイヌを手懐けるときは， r支配人
番人等の惨毒を免し侯を幸に存し，筆動帰畷可任は必然の勢に有之」として，アイヌの去

就を懸念しているが，ニれは天明，寛政の幕吏巡検の場合と全く同じ結論であった。

ブッセもまた，アイヌの惨めな状態を繰り返し語り，後らよ自由な被雇傭者ではなく，

むちの恐怖と僅かばかりの酒，煙草を簡に労働を強いられている以遠だとのべている C し

かも樺太の場合iよ未だ白出な頃を記憶 L工いる老人たちがし、て， r樺太i主アイヌの土地だ，
樺太にはシャモの土地はなLづと屡々ブッセに語った。124) このような情況の中で，ロシヤ

120)幕末外見関係文書，沼7とき詰jj主事 21，22之;丸 二れらの謁査の結果作成された地i五iが， 幕末タトほ
関係文書第8き第52文書にHされくいる O
121)幕末外国関1係文書第8達第52文書。
122) Bycce. 71-72. プツてよ，アイヌたちかb担当詳細に山丹交易のことを闘いていたと忠われ，納得
のいく f吉報を:1~;乙亡いる O

123)幕末外国関採文書第7還請 247，時第三8ど占。
124) 5ycce. 71. ゾツザロ;士ア i ~J. I~t~ で iiJ-j ?トク， ア fヌコタン， シポム :1 タン カラ 7 トゥ， イ
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人の久春古丹占拠中に堀，村垣の恐れたような事態が起らなかったのは，日本人とアイヌ

の関係にロシヤ人がま意、深く不干渉を守ったためで、あろう O アイヌの立場は非常に受動的

なものであるとし巾、ながら， ブッセは次のようにのべている o I勿論ロシヤ人が号本人と

戦争を始め，彼らに勝った ζ きは，アイヌは仕返しの機会をとらえて逃走する日本人に襲

いかかり彼らを殺すだろう O 今のところ彼らはわれわれをも，また B本人をも恐れ、ているj

堀，村垣は，ロシヤ人滞在中のアイヌや日本人の動向を調査しこれを「魯西亜人共渡

来の節場所取守罷在張者其外の義に付申土投書付j という上申書に記しているO これによ

れば¥ ロシヤ人に随従せず場所を守ったものとして久春吉丹の惣乙名ベンカグレ125)やシ

ラヌシ惣乙名ヲケラ 126)のほか 31名が賞与されている O ブッセも多数のアイヌが日本人に

忠実であったことを語っているが，それは生活の基盤をすでに日本人に負うことの大きか

った漁場罵辺アイヌの習性であったろう O

しかし漁場から離れた地方のアイヌの場合はやや事情が異ってL、たっナヨロの惣乙名シ

トクレランは，樺太占領の先発隊として西岸に上陸したオルロフ一行に三男のカンチコマ

ンケほか三名を付けて，マーヌイからナイブチ経由で久春古丹へ案内した。彼自身も樺太

謁査中のノレダノフスキーやサマーリンの手紙を携え，二度もロシヤ入者存在中の久春吉丹を

訪れているJ273彼は日本人から大きな尊敬をもって迫えられ 128)このとき同露したロシヤ

人のジャチコブによれば，シトクレランは百本人にアイヌを虐待しないよう忠告したとい

うO しかし， γ トクレランはだんだん無遠惑になって，ロシヤ人に物をねだる一方，日本

人には不遜な態度を示すようになワ，ある日忠助のもとで泥酔して彼を罵り，怒った忠劫

がシトクレランの頭を鉄火箸でなくやり負蕩させる事件が起った。日本側資料によれば，こ

のときシトクレラ γは，番人たちが春になづ次第北海道へ引揚げるよう勧告したのだとい

う012宮〉

シトクレランは，ロシヤ入退去後も暮吏の訊問呼出しに応じなかったが，堀，村垣の報

サムj と記している。
125)ベ/カグレが臼本人に忠実であったことは，ブッセの日記でも知られる。このため彼は召使のハイ
ロの中傷を信じて，ベンカクレを冷淡に扱った。 (oycce，40， 43-44， 46， 48-49)0 

126)ヲケラ賞与の理由は， I魯西亜人共シラヌカ(シラヌシ?)辺廻滞仕候節i寸人義平夷人共と申合彼等
ィこ随託苔無之様耳元斗ひ(長趣奇特に拒陪j侯jであった。ルダノフスキーも樺丈高西岸謁査の際，どこで

も歓待を受けたが，シラヌシでは道案内さえも得られなかったと報告Lている。 (oycce，93)。
127)ブッセは北方アイヌの誇高き容貌と南方アイヌの卑屈さを比較して次のように書いている。「これ
ら従属すること少き北方部落のアイスたちの美しく健衰な容貌，濃い頭髪，真直に見開かれたまなざ

しは，われわれの周辺の同種族のそれとははっきり異っていた。後苦はるいれきや性痛の痕跡でみに

くく病んだ容貌をもち，専観的な日本人との密接な関採から変滑で卑語な奴隷伝性を植付けられ，そ
れはわれわれの捜嬢をたえず避けようとする車付にあらわれているJ(5ycce， 86)。
128)ナヨロ酋長シトクレランは樺太でもっとも有名な首長であったc ブッヒは読が f酋長中の酋長と考
えられている」とし沖、 (oycce，72)，堀，村垣の報告中にも， I右の者老令六十余に相成侯得共，至
て丈夫にて力量有之生来好智深く弁舌等も達者故戴夷人共一体に感脹為致罷在侯由j とのべられて

いる。設の曾抵父は満州の説部統からハラタ(謀長〉の官名を受け， I揚志貞Jの名を授けられた名
高いヨーチテアイノである o (洞p 樺太史研究， 146-148参照〉。
129)寅年クシユ〆コタン魯人造築一条第 I文書。
この事件;まブッセがi可人を呼んで審判を下し，後;ヱ忠明に対しアイヌの!畠待はロシヤ人tこ対するそ
れといjじとして警告し，またシトクレランにも非ありとしながら彼の満足する慎いな命じた。結局ツ

トクレランはJ主的から，衣騒 1枚，米 4fl長，活 2樽，多量の埋草をせしめ，ジャチコブの話では，騒

の{詰℃得をしたと語ったとし、うの (oycce，88-89)。
H不例!の資料では， [';J じくジャチコプ(キチと ii己寸)ιう請として，プッセは日本人の立退を要求し
たシトクレランを心得違いとして叱ったと伝えている。
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告では， I当節iこ罷侯ては後海仕岩侯趨担問，夷人の内にては相見;用立候者に付，追々御

仁恵、を以御J摸け被遊侯:土斗，東西奥地の者共帰服為致{畏御一助にも却て罷成可申義と奉存

侯Jといい，シトグレラ γに寛大な処置を示L，彼を懐柔することにより，奥地のアイヌ

の帰月設を考えているC

ブッセの召使ハイロの立場は非常に困難で、あった。伎はアイヌ間のスバイの役割を果し

て毎月銀賃 1ルーブルの給与を受庁，ロジヤ騒を着て得意然としていたため，日本人から

ばかりで、なくアイヌf中間からも憎まれていたc130〉このため，プッセは久春吉丹を離れるに

当り，三輪，氏家にハイロをカムチャッカヘ同行する了解を求めたっこれに対し三輪ら

は， I左様連参り度と申儀は，其方共退帆后彼を厳敷叱り可申哉の心配故にも可宥之哉，

此議は必ず心配致問敷!と保証して，これを拒絶した0131〉その後ハイロは言l[誠を受けただ

けで処罰もなく， I難有存昼夜栢勤罷在候由:と報告されている 0132〉

以上のほか， 堀，村垣はロシヤ人に協hL， あるL、;主これと交際したアイヌ 15人の名

を挙げてし‘るが 133)彼らはブッセの残L7t文書にこだわるわけで、はないとしながら， 「手

意愚昧の佐賀にて善悪の差別も無之殊に是迄法令等相不し{長長も相関ンド申」といい，処罰

の対象にしないよう求めているc結果とし亡は，アイヌの習慣に従い，蝦夷万などの「宝

物jを「償いJとし℃一時取上げたのである O

i;士 号五
串ロ 闘ロ

以上みてきたように，ロシヤ人の久春吉丹占拠はアムーノレ河口の水路発見以来ネヴェリ

スコイによって着手された，タタール海峡沿岸全域占有の一環としこ行なわれたものであ

った。ネヴヱリスコイにとっては船舶の越冬に好適な港湾を有しない樺太の占拠は副次的

なものであったが，それでも樺太古端を日本に残しておこうとするムラヴィヨフの透巡を

排して，断問 13本の拠点を占領する手段に出たのである C 彼の実行は常にロシヤ政府内部

の積極派より更に二歩も三歩も先へ進んでいた。ニコラエフスク哨所の設置，デカストリ

湾とキジ識の占拠，イ γベラートノレ湾への着手，ウスリー河の航行など，いずれも彼の積

極的な後援者であった‘東部シベリヤ総督の当時ーの思惑さえ迄かに越えた行動であったの

彼の行動の指針は‘プッセにのべ;どという次の言葉i二なることができるつ

かかる事請の下で，ロシヤにとって水遠に重要なこの地方の喪失を招いた場合の祖国

に対する全責在ユ私だ汁が負わね之、ならないっ何となれば、，かくも僻遠の地におかれた指

揮官はwlf令や命令によってではなく，現地における情況に従い，程国の利益と繁栄を導く
主百的の達成のみを考慮して，行二動せねばならぬからである J134)

し;ふL，ネヴェザスコイから樺太占領軍の指揮を委ねられたブッセは，ネヴヱリスコイ

130)ハイロについては第2章正 45{<:も参照。

131)実年クシュンコタン透築 4 条，第 1文男ほか 0

132)上掲書，第 2文書ほか 0

133)哨苛構葉の!祭木材運びに協力したアイての名前は，詳細:こ分らぬとして不問に付 Lている。 またロ

シヤ人のいう番人逃亡中の含庫乱入については， I米三千俵，酒六十樽:其外古着反物等の鷺 IEI々酒量
投得共郡紛失の 573 も無 :~J といい，全く問題にしていたい。

134) HeBeJIbCKQ詰， 229. 
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やその部下の海軍士宮たちの熱烈な愛国主義に法00誌がなく，政府の命令を忠実に遵守す
ることを努めた近衛連球の士宮であった0135〉樺太における巨本人とロシヤ入の関係も，彼

のこのような性格と態度に負うところが多く，彼は日本人に友好的に接L，彼らの利益を

損ずることを禁止した命令を忠実に遂行したc このことが，単に越年番人にすぎない自本

人たちを政府の代表者の如く丁重に扱い，番人たちをして再びアイヌに対する支配を確立

させた漂因ともなった。136) しかしまた一方でi主，ロシヤ兵の規津が厳正であったこと法，

8ヶ月にわたるロシヤ入の滞在期間に一件の不祥事も発生しなかったことから分るであろ

う0137〉ロシヤ兵の態変が立派であったことは， r途中に於て和人と行違侯節は士卒に至迄
帽子をとり態穀に会釈致聯不法無礼の義無之Jという日本側の証言でも知ることができ
τ~ 138) 
'uJ 0 

ロシヤ人の撤退後，樺太を調査した堀，村垣の報告にもとづき，幕府は安政2年 (1855)

以後北海道と樺太を再び直轄し，彼らはともに籍嬉奉行としてこれらの地方の行政にあた

ることになった。まず，樺太の訪荷は安政2年 4月秋田の佐竹藩が 139)次いで万延元年以

後は東北 4藩が 2藩づっ交代で、警備に当ることになったが，幕府の要請も空しく各藩は夏

期のみ樺太南端iこ駐屯したにすぎなかった。もとより幕府辻樺太を武力によって防衛する

積川主なく， fこだ従来のまま放置したのではロシヤに「棄地Jとみなされることを恐れたの

であり，その対策の重点はこれまで手の届かなかった奥地の漁場・を開発して会所を設け，

原住のアイヌの撫育を厚くして，これを日本側にひきとめておくことにおかれた0140〉これ

らのことは，ロシヤがクリミヤ戦争のため樺太から暫く手をヲ!¥，、ている中にある程変の進

捗をみた。即ち，従来の漁場はアニワ湾および西海岸のノタサγまでで，これは伊達，栖

原の共同請負であったが、幕府はそれより奥地を直営場所とし，安政4年越後の松JII弁之

助に差配させ， 松川i主始めて東岸の場所を開くとともに，東西 13ケ所の場所開設に着手

した。また越前大野藩の家臣早川弥五痛門の申出により，ライチシカからポロコタンまで

の奥地西岸に屯田的開発がおこなわれることになった。

漁、場における支配人や番人らのアイヌに対する非道な行為は，後らをロシヤ側へ追いや

り，わが国の立場を著しく不利にするという懸念から，アイヌに対する配憲はすこぶる厚

いものになった0141〉アイヌの雇傭は 4幕吏の監替のもとに行なわれ，給与，若葉育品の支給も

135)ネヴェリスコイの著書の 1947年授の編集者は，そのU:の中でブッセのことを， r貴族幼年学校出身
で近衛の飾り士宮であったブッ七法，市民的勇気 Crpa2KぇaHCKoeMY2KeCTBO)をもたず，自分の受

;ナた命令にはそれが者害な場合でも少しも逸税しようと LなかったJと評している。 (HeBeJIbCKO札
382)0 

136)ノレダ、ノフスキーは 日本人やアイヌに対してブッセ♂影響力が小きかったことをのべているが，そ

れはこのような授の態震に起思しているのであろう。 CPy瓦aHOBCKH払 919)。

137)唯→の出来事;士一人のロシヤ兵が辞ってアイヌの家に入り，寝ていた女たちが驚いて逃亡 Lた事件
である。このときは忠坊の謡により，この兵卒はその場之、議;重な者離を受げたという o C寅11ミケシュ
ンコタソ魯人造築一条，第 I文書〉

138) 上掲書。部 f~こ薮格なブッセでさえ， r兵士たちの行状には満足だj とのべている C5ycce，66). 
139)佐竹蕃は広大な地域の守備に自信がなく，極寒の地で人命を傷い，莫大な入費により領民を苦しめ

ることを理由に，出兵を辞退 Lたが認められなかった(幕末外再開孫文書，第 13巻第92文書〕。
140)幕末外国関係文書，第 14巻第 102文書，参黙 O

141)筒井， m蕗は，樺太の領有とアイヌの関誌について次のように上l-j'している o rc樺;たは〉もとより
人に付侯土地の事故， 後等手設いたし侯ても， 蝦夷人共伎に癒従不仕侯得は也所の犠は動き中間
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幕~ごの子を経ることに Jなった。また定期的に、あるいは役人の細浦の擦に，米，酒， j煙草，

衣強等を給与し，病人，老幼者，出産，死亡に対する手当も行なわれたの日本語の学習ず?

改名，帰f谷も奨励したが，これら辻時に行き過ぎがあったように思わ).'Lる0142) このような

アイヌに対~ずる撫育と威服の政策は，やがて日露雑居時代の到来の擦に，アイヌを日本部

にひきとめるのにかなりの効果があったのであるO

安政4年6月 1411 ，かつてムラヴィヨフ哨所の副隊長であったルダノブスキーが再びク

シュンナイ哨所設賓と境界見分のため， 16入を率いてナヨロ i二上障 Lた。被が先年この地

方を謁杢 Lたときは，積極的なアイヌの協力をうけることができたので，このたびもそれ

をあてにして硝子鏡，金物結工などを多数持参したのであるが，今回は幕吏の告Ij止のため

遂にこれを渡すことができず， 8月上旬には予定を変えて婦国した0143}

a方，幕吏の方では制止の効果があって，ロシヤ人たちがアイヌの家に来ても，品物の

贈答法勿論，窺しく話すものもなかったと喜び， r此度魯夷渡来以後，土人振舞を見るにラ
先年クシュ γ コタ γの唇、夷在留致侯爵の振舞とは雲泥の相違にて，聯も魯夷に不近寄，シ

トグレラ γ初御舟向を大切に相勤め，厚く御趣意、を栢守り居り侯儀は，畢克御料;こ相成，

昨年来格別の御仁志を難有感戴致侯故の議に錦坐侯」とのべている 0144〉

かくて，先年のロシヤ人滞在中に我撞の行為があったとして蝦夷万を「償し、Jvこ取られ

ていた惣乙名シトクレラン始めナヨロのアイヌたちは， 11比度魯夷共渡来に付ては，土人

共取締も行届，御用向誠勤j として，その返却を受けたのである J45)

I 文書・記録 e@]想録

大日本古交書・幕末外国関係文書 L東京大学史料編纂所)第 1"-'16'{き 明治 43 大正 12

揮太境覧(外務者)第2編第 1"-'8 写本(北海道号)

通航一覧続輯(箭内健次編〉第 3巻 昭 45

i靖男起源(海舟全集第 1'""'-'2巻〉昭 2-3
村垣淡路守公務日記(幕末外国関係文書付録 第 2巻)大1:1:6

露両事(応按掛}I!路左荷門尉聖謀日記(幕末外国関係文書付録 第 1&)大正2

!と蝦夷j古クシュンコタン露舶来事i;，;己 写本(函館図書館)(j主，'{図書館ιMFあり)
北蝦夷地魯両軍人上:l1f.1誌記写本〈函館図書館)(j宣伝i草書館tこMFあり j
蝦夷模様写本(函館凶書館)(道立図書館iニMFあり)
寅年クシュンコタン魯人築造一条写本 (jg立図書館)

販夷日記写本(北大図書館)

害太IIJ息日記写本はと大図書部)

表 rr対日1.蝦有人 R 街i 換~lf}j. 立1Iやiにも -j怒剥r厚に被h立造.i員i患沢御!或i孔になっき←奉 i) • 徒より如

何様;こ 2浮ひ!民て七， 人心 :~JJ 予 1~111院議i二却い)ri尺御λ|主性犠，此急務主管存候 1(、幕|くヲトi五!関係主号
:五 15&沼 92支:~--}})。

142)幕1ミヤトi斗関係主;zt?，括 15{主第 339 土井~ ;;(~ Hiき第44， 138主主参黙。

143)ルダノワスキー白身;主， ニのときの二三:ぞ[われわれ:工、与地iこ朱まっていた 6以)人の日本人やアイ

ヌ;こ比すれば甚だ無力であったが，それでも支配芦てーあり， 望み通りに伺でもな Lえた」と書いて

いるが， ニれ;主事実に11戸さな L、。 (PYJlaHOBCKH詰， 920) 
144)幕末外陣関係文書，第 16を第 224丈芹。

145)実際には「宝物」の返還は， ノレ担/ブスキー来航数日後に幕更から上可に申請されていたものであ

る(詰;京外再開i原文書，第 16'(き第136，]43文書〉。
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嘉ノk~F- 1日Jp シヤの久在古丹占拠

The Occupation of Southern Saghalin by the Russians in 1853-54 

Toshivuki AKIZUKI 

In September 1853， a RUSiミianvessel appeared on thぞ coast of t he villa宗e of 

Kl1shllI1kotan， the maill settlement of the Japan明 e in Souther・n Saghalin. Thぞ

H.ussian marine corps headect 1乃ア Captain G. Nevelskoi landed there and constructed 

a fort (Muravievskii post) wIth about seventy men and eight cannons. At that time 

o伍cialsof Matsumae clan ( the lord of Hokkaiclo) and almost a11 Japanese fIshermen 

had returned to Hokkaido leaving some forty watchmen whose charges were to k代 p

the warehouses safe and to prepare for the next 五shing season. Besides these 

Japanese watchmen there lived about three hundred aboriginal Ainus in the vil1age， 

some of whom had their residence there and others who had come from variOllS 

places to be employed by the JaI浩 nese.

Captain Nevelskoi was a famous patriotic Russi及nnaval of五cerwho五rstfound 

the possibility of navigation of vぞsselsin the Amur Estuary II守 1849，and under his 

leadership the Russians were commencing annぞxationof all the maritime districts 

of the Asian Continent as far as the Korean border. His actions were alwaうアsfar 

in advance of the intentions of the Russian government which hesitated to irriねte

China by infringing upon the Nerchinsk Treaty. 

The Russian government， by Nevelskoi's eager request through Muraviev the 

Governor General of Eastern Siberia， decided to occupy Saghalin for fear lest it should 

be preempted by the American squadron un合 rCommodore Perry w hich was about to 

open secluded Japan by force. The occupation of Kushunkotan， however， was contrary 

to the instructions of立uravievwho did not want to arouse Japanese anxieties and 

disturb their五shingindustry. rvlajor N. V. Busse， who unexpectedly took command of 

the Saghalin occupation corps after Nevelskoi's departure hy his re弓uest，vai nly opposed 

occupying the main Japanese settlement by referring to the Governor's instructions. 

Busse was an obedient adherer to lVluraviev's orders according to which the 

Russians should show a friendly disposItion toward the Japanese. Owing to his con-

siderations a friendly relationship developed between RussIans and Japanese， though 

a majority of the latter had fled to Hokkaido a few days after the Russian landing. 

Some of the Ainu who hacl wished to be liberatecl from the Japanese )'01党 were

disappointed ancl the Japanese tried to r府 stablishtheir control over the Ainu・ They

prohibit 
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the Ainu. Anlloyed by the complicatecl circumstances in which the Russians were 

required to live on friendly terms hoth with the Japanese and the Ainu， Busse wrote 

in his diary that the Russian fort should have heen located in Nayoro， a short distance 
from the nortI1ernmost settlεment of the Japanese. 

Just before the Russian occupation of Kushunkotan， Admiral Putiatin， the Iミusslan
plenipotentiary envoy to Japan， arrived in the port of Nagasaki with four vessels. 
He had been ordered by his government to negotiate with Japan in a friendly manner 

about the establishment of relations between the two countries. During his three-

month stay waiting for the Japanese envoys， he despatched a vessel to the Amur 
Estuary and for the first time he obtained the news of the government's order of 

the occupation of Saghalin and the Kushunkotan Incident. He probably misunderstood 

the government's order and Inferred from it a change In Russian policy toward Japan. 

Then Putiatin sent a letter to the Japanese government in which he claimed the 

whole of Saghalin Island for Russia， assuring that Japanese五shermencould work 
there freely under 1ミussianprotection. This claim was contrary to the Russian state 

paper which noted that Russia had no intention to expand its territory， and at the 
commencement of negotiations with the Japanese envoys Putiatin withdrew his claim 

and promised the evacuation of the Russians from 瓦ushunkotanon condition of 

quickly settling the border on Saghalin. 

耳iswithdrawal of the claim for the whole of Saghalin was not a diplomatic 

tactic but a result of the news of the opening of the Russo-Turkish war and the 

impending participation of England and France on the Turkish side. Putiatin thought 

that the evacuation of Muraviev post would be inevitable before the attack of the 

English and French fleets. He urged the Japanese to make a joint investigation on 

the spot and settle the border immediately. He left Nagasaki for the Amur Estuary 

leaving notIce that he would wait for the Japanese envoy in the Aniwa Bay of 

Saghalin in June. 

When the lord of Matsumae received the news of the RussIan landing on Sagh-

alin， he immediately despatched his envoy lVliwa together with two detachments to 
Saghalin. But they stopped before the Strait of La Perouse， possibly pretending fear 

of the icy waters， and passed the wInter there. The Japanese government also feared 
a clash between th 
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It forwarded letters of l'寸uravievand Nevelskoi with news of t hむ opt:llltlg りfthじ

Russo-Turkish war. Nevelskoi wrote in his memoirs that at this time he instructed 

Busse not to leave Saghalin under any circumstances. But it is strange that Bu奈良e

himself did not refer to this. 

After the departure of that vessel， another four gathered off the shore and 

Lieutenant Commander Poshet brought a letteτof Putiatin， which suggested the 

evacuation of孔luravievskiipost unless it was against the special instructions of Bu柑e's

senior. Busse wanted the suggestion to be discussed at a meeting of 0品cersinduding 

captains of the vessels. The withdrawal was concluded and removal of the fort was 

done in a great hurry， notwithstanding the eager request of the Japanese to postpone 
their departure until the arrival of their government's envoys in the near future. 

Poshet gave the Japanese notice that Putiatin could not meet the Japanese envoys on 

Saghalin， and Busse requested them not to punish the Ainu who had worked for the 

畏uSSlans.

The Japanese envoys Hori and Muragaki， who reached Saghalin SOOl1 after the 
Russian evacuation， made investigations of the border and the state of a在airsunder the 
Russian occupation. 1t became clear that some of the Ainu had been pleased to offer 

the Ru路 ianstheir services， but Hori and Mu主agakirecommended no punishment of 

them in their reports. Owing 1:0 their reports Saghalin and Hokkaido were put under 

the government's direct control and the efforts for development of these districts 

commenced. Among other things， however， emphasis was laid on a conciliatory 
policy toward the Ainu， for it was regarded as the most effective measure for de-
fending the districts against Russia. 

This paper was written from careful comparisons of the Japanese and the RussIan 

historical sources. 

95 


